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1 結婚新生活支援事業

結婚に伴う経済的負担を軽減す
るため、新婚世帯に対して、住
居費及び引越費用の一部を補助
します。

政策企画課 補助金交付件数　16件 4,137 ↗
補助金交付予定件数　23
件

9,000

2

住まいる１２０「子育て世
帯マイホーム取得応援事
業」(焼津への移住・定住
を支援する事業）

市内に新築又は建売住宅(マン
ションを含む)を取得する子育て
世帯に対し、最大120 万円を支
援します。(一般保留地又は中心
市街地活性化区域内の土地が対
象)

住宅・公共建
築課

保留地購入者14件、中心市街
地購入者4件の計18件申請。
そのうち市外からの転入は6
件。

17,810 ↗

対象条件を市外からの転入
かつ一般保留地の購入世帯
に限定、補助額も上限100
万円へと見直しを行う。

8,000

3

「中古住宅流通促進奨励
金」(焼津への移住・定住
を支援する事業）

市内の中古住宅を取得する若年
世帯に対し、最大80 万円を支
援します。

住宅・公共建
築課

21件の申請。そのうち市外か
らの転入は3件。

8,400 ↗
対象条件を満たす申請者に
対し補助金を交付する。

7,600

4
不妊治療費助成事業
（こうのとり事業）

不妊治療（特定不妊治療、男性
不妊治療、一般不妊治療）を受
ける夫婦の経済的負担を軽減す
るために、治療費の一部を助成
します。

健康づくり課

特定不妊治療、男性不妊治
療、一般不妊治療、不育症治
療に伴う治療費の助成申請の
受付けおよび補助金の交付を
行った。
一般不妊治療費及び不育症治
療費助成に係る県補助金の交
付申請を行った。

扶助費
特定不妊治療

30,018

一般不妊治療
2,028

男性不妊治療
0

→

特定不妊治療、一般不妊治療
および男性不妊治療に伴う治
療費の助成申請の受付けおよ
び補助金の交付を行う。
一般不妊治療費助成に係る県
補助金の交付申請を行う。

扶助費
特定不妊治療

27,366

一般不妊治療
2,177

男性不妊治療
251

特定不妊治療、男性不妊治
療、一般不妊治療、不育症治
療に伴う治療費の助成申請の
受付けおよび補助金の交付を
行った。
一般不妊治療費及び不育症治
療費助成に係る県補助金の交
付申請を行った。

扶助費
特定不妊治療

26,591

一般不妊治療
2,111

男性不妊治療
0

→

特定不妊治療、一般不妊治
療および男性不妊治療に伴
う治療費の助成申請の受付
けおよび補助金の交付を行
う。
一般不妊治療費助成に係る
県補助金の交付申請を行
う。

扶助費
特定不妊治

療
28,548

一般不妊治
療

2,159

男性不妊治
療

251

5
不育症治療費助成
（コアラ・マム助成）

妊娠しても流産、死産や新生児
死亡等を繰り返してしまう「不
育症」の検査及び治療費を助成
します。

健康づくり課
一般不妊治療費及び不育症治
療費助成に係る県補助金の交
付申請を行った。

不育症治療費
72

→ 不育症治療費を助成する。
不育症治療

967

一般不妊治療費及び不育症治
療費助成に係る県補助金の交
付申請を行った。

不育症治療費
121

→ 不育症治療費を助成する。
不育症治療

161

6 児童手当
中学校３年修了時までの子ども
を養育する保護者に手当を支給
します。

子育て支援課

支給額　2,130,585千円
３歳未満 443,700千円
3歳～小学生　1,242,510千
円
中学生　399,870千円
所得制限対象  44,505 千円

2,130,585 →

支給額　2,130,975千円
３歳未満　439,635千円
3歳～小学生　1,249,570千
円
中学生　399,160千円
所得制限対象　42,610千円

扶助費
2,130,975

支給額　2,078,210千円
３歳未満 430,230千円
3歳～小学生　1,200,575
千円
中学生　402,480千円
所得制限対象  44,925千
円

2,078,210 →

支給額　2,062,985千円
３歳未満　424,665千円
3歳～小学生　1,197,710
千円
中学生　397,050千円
所得制限対象　43,560千
円

扶助費
2,062,985

7 児童扶養手当
母子家庭等の児童の福祉の増進
を図るため、児童扶養手当を支
給します。

子育て支援課 支給額　615,573千円
扶助費

615,573
↗ 支給額　504,707千円

扶助費
504,707

支給額　478,457千円
扶助費

478,457
→ 支給額　493,842千円

扶助費
493,842

8 未熟児養育医療給付事業
入院養育が必要な未熟児の治療
に要する医療費を負担します。

子育て支援課
請求件数　147件
給付額　14,804千円

扶助費
14,804

↗ 給付額　13,919千円
扶助費

13,919

9 母子家庭等医療費助成事業
母子家庭等の医療費個人負担分
を助成することにより、経済的
負担の軽減を図ります。

子育て支援課
受診件数　8,884件
受給数　22,888千円

扶助費
22,888

→ 支給額　25,880千円 25,880
受診件数　8,498件
助成額　22,525千円

扶助費
22,525

→ 給付額　22,315千円
扶助費

22,315

10
母子父子寡婦福祉資金（県
事業）

県事業として行われている母子
家庭等を対象とした各種資金貸
付申請の受付及び市広報紙への
掲載によるＰＲを行います。

子育て支援課
修学資金　　　11件
就学支度資金　  9件

0 →
修学資金　　　20件
就学支度資金　10件

0
修学資金　　　9件
就学支度資金　9件

0 →
修学資金　　　20件
就学支度資金　10件

0

11 子ども医療費助成制度

０歳から高校３年修了時までの
通院及び入院に伴う医療費を助
成します。(保険診療外、第三者
行為によるものは除く)

子育て支援課

県費補助対象分
入院 1,262件 118,870千円
通院 312,025件 414,916千
円

市費単独補助分
入院 46件　11,115千円
通院5,518件 135,531千円

扶助費
680,432

→

県費補助対象分
　545,562千円

市費単独補助分
　119,131千円

扶助費
664,693

県費補助対象分：
465,752千円
入院　1,106件 112,794
千円
通院　246,895件
352958千円
　
市費単独補助分：
109,664千円
入院　29件　8,409千円
通院　49件　101,255千
円

扶助費
575,416

→

県費補助対象分
　482,361千円

市費単独補助分
　104,261千円

扶助費
586,622
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12
予防接種（任意接種）への
助成

ロタウイルス、おたふくかぜ、
インフルエンザのワクチンを接
種した場合に費用の一部を助成
します。

健康づくり課

風疹（MR含む）162人、小児
インフルエンザ13,377人、ロ
タウイルス（４～9月）1,703
人、おたふく1,340人、肺炎
球菌15人実施

子ども個別予防接
種費

257,876

→

BCG、麻疹・風疹、日本脳
炎、三種混合、二種混合、
不活化ポリオ、四種混合、
ヒブ、小児用肺炎球菌、子
宮頸がん予防、水痘、B型
肝炎、ロタウイルスに対す
るワクチン、予防接種の実
施

子ども個別
予防接種費
273,678

（個別接種）風疹（MR含む）
142人、小児インフルエンザ
14,019人、ロタウイルス（４
～9月）1,007人、おたふく
1,448人実施

任意予防接種助成
費

22,181

→

麻疹・風疹、小児インフル
エンザ、おたふくに対する
ワクチンの任意の予防接種
への費用の一部を助成す
る。

任意予防接
種助成費
17,300

13

幼児教育・保育の無償化
(３歳児クラス～小学校入
学まで）

令和元年10 月導入の幼児教
育・保育の無償化に伴う「子育
てのための施設等利用給付認
定」について、県との連携・協
力のもと、公正・適正な支給の
確保とともに、給付対象者の利
便性等を勘案し、円滑な給付方
法を検討・実施しま
す。

保育・幼稚園
課

新制度未移行幼稚園と一部
認可外補遺育園の保育料は
各施設において代理受領
を、副食費補足給付・入園
料・預かり保育料等につい
ては保護者への償還払いを
実施した。

552,081 →
引き続き各事業の円滑な給
付方法について検討・実施
していく。

464,055

14

認可保育所(園)・小規模保
育事業所等の保育料の助成
（０～２歳児クラス）

世帯年収や上の子の年齢に関係
なく、第２子の保育料を半額、
第３子以降は無料とします。

保育・幼稚園
課

世帯年収や上の子の年齢に
関係なく、第２子の保育料
を半額、第３子以降の無償
化を実施した。

→

引き続き、世帯年収や上の
子の年齢に関係なく、第２
子の保育料を半額、第３子
以降は無料とする。

15
認可外保育施設利用者
への保育料の助成

認可保育所との保育料の差額を
補助します。認可外保育施設を
利用する市内在住の世帯が対象
で、無償化の限度額との差額を
補助します。

保育・幼稚園
課

認可外保育施設を利用する市
内在住の世帯が対象で、認可
保育所との保育料の差額を補
助した。

5,625 →

引き続き、認可外保育施設
を利用する市内在住の世帯
を対象として、認可保育所
との保育料の差額補助を実
施する。

12,074

16 もぐ・ぱくサポートＶ３

市内の幼稚園・保育所(園)に通
う、世帯年収360 万円未満相当
の世帯の子どもと第３子以降の
子どもの副食費(おかず・おやつ
等)を無料と
します。

保育・幼稚園
課

市内の幼稚園・保育所(園)
に通う、世帯年収360 万
円未満相当の世帯の子ども
と第３子以降の子どもの副
食費(おかず・おやつ等)の

無償化を実施した。

→

引き続き、市内の幼稚園・
保育所(園)に通う、世帯年
収360 万円未満相当の世
帯の子どもと第３子以降の
子どもの副食費(おかず・お
やつ等)の無償化を実施す

る。

17
ファミリー・サポート・セ
ンター利用料助成事業

ファミリー・サポート・セン
ターの利用料の２分の１を助成
します。(ひとり親家庭は4 分の
３)

子育て支援課
対象者に補助金を交付し、
利用者負担を軽減した。

572 →
ファミリー・サポート・セ
ンター事業、利用料助成事
業を継続して行う。

610
対象者に補助金を交付し、
利用者負担を軽減した。

204 →
新型コロナウイルスにより
財政が圧迫された為、令和
３年度より事業を廃止。

18
放課後児童クラブひとり親
家庭利用料助成事業

ひとり親家庭の放課後児童クラ
ブ利用料の２分の１(上限5,000
円)を助成します。

家庭・子ども
支援課

児童扶養手当受給世帯及び
受給世帯と同等の所得水準
にある世帯について、利用
料を助成した。

7,741 →

児童扶養手当受給世帯及び
受給世帯と同等の所得水準
にある世帯について、利用
料を助成する。

7,200

19

就学援助事業、要保護及び
準要保護児童生徒就学援助
費・特別支援教育就学奨励
費

経済的理由によって、小中学校
の教育費の負担が困難な家庭を
対象に援助を行います。
また、障害のある児童生徒の小
中学校への就学の特殊事業にか
んがみ、経済的負担を軽減する
ため、負担能力の程度に応じて
教育費の援助を行います。

教育総務課

（１）就学援助事業
・要保護：小学生６人、中
学生６人
・準要保護：小学生503
人、中学生320人
（２）就学奨励事業　小学
生122人、中学生60人

就学援助
66,670

就学奨励
6,548

→

（１）就学援助事業
・要保護：小学生９人、中
学生７人
・準要保護：小学生551
人、中学生411人
（２）就学奨励事業　小学
生117人、中学生81人

就学援助
74,453

就学奨励
8,341

新型コロナの影響（休校、
行事の中止・縮小など）に
より対象経費が減少したほ
か、休校期間に対象者へ昼
食費の支給を行ったため、
実施状況は計画と大幅に異
なることとなった。
（１）就学援助事業
【通常】要保護：小学生5
人、中学生4人、準要保
護：小学生541人、中学生
427人
【休校期間昼食費】小学生
469人、中学生326人
（２）就学奨励事業　小学
生92人、中学生81人

（1）就学援助
通常：62,722

昼食費：15,900
計：78,622

（2）就学奨励
6,511

→

（１）就学援助事業
・要保護：小学生９人、中

学生７人
・準要保護：小学生582

人、中学生466人
（２）就学奨励事業　小学
生115人、中学生78人

（1）就学援
助

82,413

（2）就学奨
励

8,758

20 奨学金貸付事業
経済的理由によって、高等学校
等の修学が困難な者に対し学資
を貸与します。

地域福祉課

継続貸付者7人1,320,000
円
新規貸付者2人480,000円
貸付合計額1,800,000円

1800 →

継続貸付者5名1,080,000
円
新規貸付者１名240,000
円
貸付合計額1,320,000円

1,800

継続貸付者5人1,080,000
円
新規貸付者1人240,000円
貸付合計額1,320,000円

1,320 →
継続貸付者3人1,080,000
円
貸付合計額720,000円

1,200

保
育
・
教
育
に
関
わ
る
助
成

2 ページ



R2成果

↗　向上
→　維持
↘　低下
―　完了

(廃止含む)

R3

予算額
(千円)

第２期焼津市子ども・子育て支援事業計画（次世代育成支援行動計画からの継承事業）

施
策

№ 事業名
事業内容

(計画書記載内容)
関係課

※太字は２期計画からの新規事業

R2　実施状況
R2

決算額
(千円)

R3　計画・方向性R2　計画・方向性
R2

予算額
(千円)

R1　実施状況
R1

決算額
(千円)

R1成果

資料４

21 出会い・結婚サポート事業

結婚を希望する方を対象にした
出会いへの支援や企業・店舗等
が連携した地域全体での結婚支
援等を行います。

政策企画課

①出会い・結婚サポートセ
ンターの運営
②出会いの場の提供（オン
ライン婚活イベントの実
施）
会員登録者数694人、イベ
ント参加者53名、カップ
ル成立11組

7,500 →

①出会い・結婚サポートセ
ンターの運営
②出会いの場の提供（婚活
イベントの実施）
年間カップル成立10組、
会員登録者数750人、イベ
ント参加者100人

7,500

22
やいちゃん子育てＡI
チャットボットの活用

子育てに係る行事等の情報を、
やいちゃん子育てＡI チャット
ボットで定期的に配信します。

子育て支援課
シティセール

ス課

子育て分野の問い合わせに
対応する｢子育て版AI
チャットボットシステム｣
を運用。12月には、AI
チャットボットの分野を拡
大し、総合案内版として試
行運用を開始。全庁に関わ
る問い合わせに対応できる
ようになった。

発話数…85,498回、回答
表示数…27,706回、累計
友だち登録数…5,291件
ともだち数（R2.12.25時
点）5,278件

3,119 ↗

令和２年12月に施行運用
した｢総合案内版AIチャッ
トボット｣は、令和３年４
月から本格運用に移行す
る。
全庁版チャットボットへ移
行後も、子育て世帯向けの
配信を継続していく。

23

子育て応援サイト「とまと
ぴあ」や市ホームページに
よる情報提供

子育て応援サイト「とまとぴ
あ」や市の公式ＨＰに、子育て
に関する情報を掲載します。

子育て支援課

サイトを運営することによ
り、子育てに関する情報の
提供を行った。また、LINE
を用いて、イベント情報の
配信を行った。

1549 →

サイトの運営については、
今後、見直しを検討してい
る。
また、LINEを用いて、イベ
ント情報の配信を行う。

1,563

サイトを運営することによ
り、子育てに関する情報の
提供を行った。また、LINE
を用いて、掲載イベント情
報の配信を行った。

1,563 →

サイトのリニューアルを行
い、子どもの年齢に合わせ
て情報を収集しやすくする
など、より子育て世帯が利
用しやすいサイトにする。

1,538

24
やいづ子育て「すくすくガ
イド」の発行

親子で楽しめる公園や各種手
当・助成事業などの様々な子育
て情報を目的別に掲載した総合
案内冊子を作成、配付します。

子育て支援課
５月に8,000部を作成及び
各施設に配布。

→
４月中に8,000部を作成及
び各施設に配布予定。

25 子育てグループの活動支援

就園前の子どもと保護者を対象
に、子育てについて学び、お互
いの交流を図るため、子育てグ
ループの活動を支援します。

スマイルライ
フ推進課

社会教育課主催の５グルー
プが公民館を拠点に活動
し、焼津市家庭教育ネット
ワーカーがその活動をサ
ポートした。グループを集
約したことにより、各グ
ループがより活発に活動で
きるようになった。

459 ↗
子育てグループの活動を支
援する。

469

社会教育課主催の5グルー
プが公民館を拠点に活動
し、焼津市家庭教育ネット
ワーカーがその活動をサ
ポートした。コロナ対策の
ため参加人数に制限をかけ
た。

182 →

R2年度の需要を加味し
て、1歳未満のグループを
1つ増やし、1歳以上のグ
ループを１つ減らした計5
グループで活動する。引き
続き定員を設定して、人数
制限をする。

330

26
家庭教育ネットワーカーの
派遣

子育てグループの自主的運営を
補助するとともに、グループ間
の交流事業を企画し、グループ
相互のネットワーク化を図りま
す。
また、家庭の教育力向上のため
の講演会、講座等の企画、運営
を行い、多方面からの家庭教育
力充実支援を行います。

スマイルライ
フ推進課

子育てグループ合同での講
座の開催やおしゃべりサロ
ン等の意見交換会の場を設
けながら、ネットワーク化
推進のための事業を企画し
ていく。また、相談事業と
ともに、講演会などを家庭
教育支援のため行う。

1571 →

子育てグループ合同での講
座の開催やおしゃべりサロ
ン等の意見交換会の場を設
けながら、ネットワーク化
推進のための事業を企画し
ていく。また、相談事業と
ともに、講演会などを家庭
教育支援のため行う。

1584

子育てグループ合同での講
座の開催やおしゃべりサロ
ン等の意見交換会の場を設
けながら、ネットワーク化
推進のための事業を企画し
た。また、相談事業ととも
に、講演会などを家庭教育
支援のため行った。

1,512 →

子育てグループ合同での講
座の開催やおしゃべりサロ
ン等の意見交換会の場を設
けながら、ネットワーク化
推進のための事業を企画し
ていく。また、相談事業と
ともに、講演会などを家庭
教育支援のため行う。

1,544

27 女性相談室の設置
女性が抱える様々な悩みを解決
する手助けを行うため、女性専
門の相談室を設置します。

市民協働課
女性相談件数　47件
（うちDVに関する相談1
件）

118 → 継続して開設中 185
女性相談件数58件
(うちDVに関する相談3件)

172 → 継続して開設中 182

28
子育て支援センター／子育
て世代包括支援センター

妊娠・出産・子育てに関する
様々な不安や悩みを相談できる
窓口を設置し、妊娠・出産から
子育てまで、総合的に相談支援
や情報提供を行います。

子育て支援課
健康づくり課

相談員による相談支援を
行った。
（子育てコンシェルジュ）
のべ相談件数：1,489件
（包括支援センター）
84プラン（継続して繫
がったのは71件）

67,703 →
継続して相談支援を行って
いく。

69,129
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29

子育てコンシェルジュ等に
よる多様かつ総合的な子育
て支援

子育てに関する情報をわかりや
すく伝える、子育てサービスの
案内人（子育てコンシェル
ジュ）を配置し、妊娠・出産か
ら子育てまでの様々な不安や悩
みに対して、総合的に相談支援
や情報提供を行います。

子育て支援課

親子ふれあい広場、子育て
サポートルーム、とまとぴ
あに配置し、相談業務を
行った。また、イオンと和
田公民館で月に各１回出張
相談を実施した。
相談件数計：1,742件

11,868 →

子育てサポートルームに配
置を１名増やす。
また、出張相談の場所をイ
オンから大富公民館へ変更
予定。

15,658

30 こども家庭相談

児童虐待やドメスティック・バ
イオレンスに関すること、子ど
もに関する全般的な相談を行い
ます。

こども相談セ
ンター

相談件数　5,991件（実数
694人）

10889 ↗
相談件数　6,000件（実数
700人）

16,464
相談件数　8,523件（実数
854人）

12472 ↗
相談件数　8,000件（実数
800人）

17,789

31 こども発達相談

ことば、性格や行動、集団生
活、その他子どもの発達に関す
る相談に対して、個別面談や発
達検査等を実施します。

こども相談セ
ンター

 ↗
・発達相談・発達検査・幼
児巡回相談等事業の継続。

発達相談2,723件、発達検
査235件

11,217
・発達相談・発達検査・幼
児巡回相談等事業の継続。

13,635

32 幼児巡回相談

幼児巡回相談員が、市内在住者
の在籍する幼稚園・保育所(園)
に年2 回（前期・後期）巡回相
談を行うことにより、発達にお
いて支援が必要な主に３～5 歳
児を行動観察し、園職員と支援
方法を検討します。

こども相談セ
ンター

・幼児巡回相談：35園
（延べ122園、686件）

↗ 幼児巡回相談事業の継続。
幼児巡回相談：37園（延
べ108園、582件）

↗ 幼児巡回相談事業の継続。

33

育児支援親子教室
(さくらんぼ教室／たんぽぽ
教室)

健診・相談において、多動傾向
や言語・理解等が気になる子ど
もを対象に、遊ぶ体験を通して
発達を促すための教室を開催し
ます。(２歳～就園まで)

健康づくり課
育児支援親子教室２会場毎
月２回実施。38回415人
参加

母子保健推進費
8,675

→
育児支援親子教室２会場毎
月２回の実施（コロナ予防
にて6月～）

母子保健推
進費

12,503

育児支援親子教室２会場毎
月２回実施。34回441人
参加

母子保健推進費
11,119

→

育児支援親子教室（さくら
んぼ、たんぽぽ）２会場毎
月２回、おひさま教室
（1.6歳～）をこども相談
センターから移行し、月1
回1会場で実施

母子保健推
進費

14,897

34 おひさま教室

発達の気になる子どもとその保
護者を対象に、親子遊びを通し
て発達を促し、関わり方を一緒
に考える教室を開催します。(1
歳6 か月～2 歳3 か月児)

こども相談セ
ンター

16回（延べ101人） №３２に同じ ↗
担当課が健康づくり課に移
行

35 どんぐり教室

身体の不器用さ等発達のアンバ
ランスさがある子どもを対象
に、粗大運動遊びを通して、達
成感や自信を持てるよう支援す
る教室を開催します。(5 歳児）

こども相談セ
ンター

18回（延べ１４８人） ↗ 年間20回開催予定

36 幼児ことばの教室

保育園児、幼稚園児で言葉に対
して心配のある子ども（発音､吃
音等）に対しての訓練、指導を
行い
ます。焼津南小、小川小、大井
川南小において「幼児ことばの
教室」を開設しています。

保育・幼稚園
課

指導員のスキルアップをめ
ざし、関係機関と連携しな
がら研修を進めた。

9661 →
指導員のスキルアップをめ
ざし、関係機関と連携しな
がら研修を進める。

12,265
幼児巡回相談：37園（延
べ108園、582件）

↗ 幼児巡回相談事業の継続。

37
保護者向け講座（ペアレン
トプログラム等）

子どもにとって一番身近な存在
である保護者に対し発達につい
ての理解を深め、子どもとの適
切な関わりや対応を学ぶ教室を
開催します。

こども相談セ
ンター

ペアレントプログラム6回
/1コース

↗
・研修型ペアレントプログ
ラムの実施

ペアレントプログラム6回
/1コース

№３１に同じ ↗
ペアレントプログラム6回
/1コースを2コース実施

38
子どもの年齢に合わせた相
談事業

６か月児相談、2 歳６か月児相
談、３歳６か月児相談、未受診
者電話相談、心理相談等を実施
します。

健康づくり課

６か月児相談835件、１歳
６か月児健診807件、２歳
児歯みがき教室414件、３
歳児健診920件、心理相談
412件等を実施

№33、5２と同
じ

→

６か月児相談38回、１歳
６か月児健診37回、２歳
児歯みがき教室27回、３
歳児健診32回、心理相談
は健診・相談時に随時実施

№33、5２
と同じ

６か月児相談890件、１歳
６か月児健診1,018件、２
歳児歯みがき教室416件、
３歳児健診989件、心理相
談434件等を実施

№33、5２と同
じ

→

６か月児相談42回、１歳
６か月児健診42回、２歳
児歯みがき教室36回、３
歳児健診36回、心理相談
は健診・相談時に随時実施

№33、5２
と同じ

39 電話による育児相談
子どもの成長、発達、栄養、予
防接種、育児不安等子育てにつ
いての電話相談を行います。

健康づくり課
子どもの発達、育児不安等
2,723件実施

0 →
毎日、随時の電話相談を実
施する。

0
子どもの発達、育児不安等
1,965件実施

0 →
毎日、随時の電話相談を実
施する。

0

相
談
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40 健康相談

母子を対象とした健康相談室や
栄養相談、一般向けの健康づく
り相談や栄養相談を実施しま
す。

健康づくり課

健康相談室年間1941人
母親健康相談360回4,455
人、栄養相談 4,280人実
施。

№33と同じ →
健康相談室、母親健康相
談、栄養相談の実施

№33と同じ
健康相談室年間1,624人
母親健康相談4,446人、栄
養相談 2,239人実施。

№33と同じ →
健康相談室、母親健康相
談、栄養相談の実施

№33と同じ

41
チャレンジスクール（適応
指導教室）

不登校児童・生徒のための教室
を開き、自立を促すための助
言・指導を行うとともに、学校
へ復帰できることを目指しま
す。

家庭・子ども
支援課

焼津チャレンジ・大井川
チャレンジ両適応指導教室
を専任指導員５名、カウン
セラー１名、スクールソー
シャルワーカー２名の態勢
で、自立を促す助言・指
導、学習指導の他、遠足、
体験学習、スポーツ、ＮＰ
Ｏ法人によるパソコン指導
等を実施した。

14,858 →

焼津チャレンジ・大井川
チャレンジ両適応指導教室
を専任指導員５名、カウン
セラー１名、スクールソー
シャルワーカー２名の態勢
で、自立を促す助言・指
導、学習指導の他、遠足、
体験学習、スポーツ、ＮＰ
Ｏ法人によるパソコン指導
等を実施する。

17,461

焼津チャレンジ・大井川
チャレンジ両適応指導教室
を専任指導員５名、カウン
セラー１名、スクールソー
シャルワーカー２名の態勢
で、自立を促す助言・指
導、学習指導の他、遠足、
体験学習、スポーツ、ＮＰ
Ｏ法人によるパソコン指導
等を実施した。

17,025 →

焼津チャレンジ・大井川
チャレンジ両適応指導教室
を専任指導員５名、カウン
セラー１名、スクールソー
シャルワーカー２名の態勢
で、自立を促す助言・指
導、学習指導の他、遠足、
体験学習、スポーツ、ＮＰ
Ｏ法人によるパソコン指導
等を実施する。

18,786

42
スクールカウンセラー活用
事業(県事業)

市内全小・中学校に配置された
スクールカウンセラーが、相談
活動にあたります。

家庭・子ども
支援課

市内全小・中学校に県教育
委員会より配置されたス
クールカウンセラーが、相
談活動にあたった。

→

市内全小・中学校に県教育
委員会より配置されたス
クールカウンセラーが、相
談活動にあたる。

市内全小・中学校に県教育
委員会より配置されたス
クールカウンセラーが、相
談活動にあたった。

→

市内全小・中学校に県教育
委員会より配置されたス
クールカウンセラーが、相
談活動にあたる。

43 カウンセラーの派遣

不登校児童・生徒、保護者のカ
ウンセリングや、犯罪・いじめ
等にあった児童・生徒の精神的
ケアを行うため、市のカウンセ
ラーを各小中学校に派遣しま
す。
必要に応じて、家庭訪問も実施
します。

家庭・子ども
支援課

各小中学校及び適応指導教
室における不登校児童生
徒・問題傾向のある児童生
徒、及びその保護者へのカ
ウンセリングや、各小中学
校教職員へ、児童生徒への
関わり方について専門的な
アドバイスを行った。

4,050 →

各小中学校及び適応指導教
室における不登校児童生
徒・問題傾向のある児童生
徒、及びその保護者へのカ
ウンセリングや、各小中学
校教職員へ、児童生徒への
関わり方について専門的な
アドバイスを行う。

4,359

各小中学校及び適応指導教
室における不登校児童生
徒・問題傾向のある児童生
徒、及びその保護者へのカ
ウンセリングや、各小中学
校教職員へ、児童生徒への
関わり方について専門的な
アドバイスを行った。

4,621 →

各小中学校及び適応指導教
室における不登校児童生
徒・問題傾向のある児童生
徒、及びその保護者へのカ
ウンセリングや、各小中学
校教職員へ、児童生徒への
関わり方について専門的な
アドバイスを行う。

4,974

44 心の教室相談員の配置

児童・生徒の精神的安定を図る
ため、心の教室相談員を市内全
小・中学校に配置します。相談
員の情報交換等のため、研修会
を年３回実施します。

学校教育課
家庭・子ども

支援課

市内全小中学校に配置し、
児童・生徒・保護者の相談
活動にあたった。また、３
回の心の教室相談員研修会
を行った。

16,993 →

市内全小中学校に配置し、
児童・生徒・保護者の相談
活動にあたる。また、３回
の心の教室相談員研修会を
行う。

20468

市内全小中学校に配置し、
児童・生徒・保護者の相談
活動にあたった。また、３
回の心の教室相談員研修会
を行った。

20,429 →

市内全小中学校に配置し、
児童・生徒・保護者の相談
活動にあたる。また、３回
の心の教室相談員研修会を
行う。

21,850

45 教育相談

各学校で、教育相談の期日や期
間を決め、子どもの心の発達や
学習面での相談等、保護者の要
望に応じて実施します。

学校教育課

学期の変わり目や夏休み・
冬休み、家庭訪問、授業参
観・懇談会などの機会の
他、希望相談を積極的に受
け入れながら教育相談を実
施した。

→

学期の変わり目や夏休み・
冬休み、家庭訪問、授業参
観・懇談会などの機会の
他、希望相談を積極的に受
け入れながら教育相談を実
施する。

コロナ禍に配慮をしなが
ら、学期の変わり目、長期
休暇や家庭訪問、懇談会な
どの機会の他、希望相談も
積極的に受け入れながら実
施した。

→

学期の変わり目や夏休み・
冬休み、家庭訪問、授業参
観・懇談会などの機会の
他、希望相談を積極的に受
け入れながら教育相談を実
施する。

46
青少年教育相談センター教
育相談

幼児から20 歳代までの青少年
の教育相談に応じます。

家庭・子ども
支援課

青少年に関する相談業務を
実施（平日8:30～
17:00）
R１年度相談件数…269件
（電話128件、面接25
件、メール116件）

4,289 →

青少年に関する相談業務を
実施する。相談時間は平日
8：30～17：00
その他の時間は留守番電話
にて対応する。
※04共済費、07賃金のみ
予算

5,085

青少年に関する相談業務を
実施（平日8:30～
17:00）
R２年度相談件数…308件
（電話166件、面接53
件、メール89件）

5,012 →

青少年に関する相談業務を
実施する。相談時間は平日
8：30～17：00
その他の時間は留守番電話
にて対応する。

5,297

47

要保護児童対策地域協議会
代表者会議・虐待児小委員
会

関係機関の代表者が連携し、総
合的な要保護児童支援体制の構
築を図ります。また、小委員会
において特に重篤事案の情報共
有及び支援方針を協議します。

こども相談セ
ンター

代表者会議１回、虐待児小
委員会３回

3,595 ↘
代表者会議１回、虐待児小
委員会４回

4,698
代表者会議１回、虐待児小
委員会４回

4,095 ↗
代表者会議１回、虐待児小
委員会４回

17,468

48
要保護児童対策地域協議会
乳幼児部会

乳幼児期から就学までを対象
に、保健、医療、福祉、教育の
４領域の関係機関・団体が連携
し地域における子育て支援を行
います。

健康づくり課
要保護児童対策地域協議会
乳幼児部会5回開催した。

0 →
要保護児童対策地域協議会
乳幼児部会６回開催する。

0
要保護児童対策地域協議会
乳幼児部会6回開催した。

0 →
要保護児童対策地域協議会
乳幼児部会６回開催する。

0

関
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49
要保護児童対策地域協議会
学齢児部会

被虐待児童・生徒、発達障害、
問題行動、不登校児童・生徒へ
の具体的支援策を協議します。
関係
機関（児童相談所、市立病院、
焼津警察署、青少年教育相談セ
ンター、適応指導教室指導員、
巡
回相談員等）からなる小委員会
を年１０回開催します。教職員
を対象とした講演会、研修会を
年１回実施します。

家庭・子ども
支援課

年間６回の学齢児部会を実
施した。また、教職員を対
象とした拡大研修会を１回
実施した。

→

年間６回の学齢児部会を実
施する。また、教職員を対
象とした拡大研修会を１回
実施する。

年間６回の学齢児部会を実
施した。また、教職員を対
象とした拡大研修会を１回
実施した。

→

年間６回の学齢児部会を実
施する。また、教職員を対
象とした拡大研修会を１回
実施する。

50
発達支援ネットワーク代表
者会議・実務者会議

発達障害児等の早期発見及び早
期支援、ライフステージを通じ
た切れ目ない支援体制を構築す
るため、情報交換や施策を検討
するための会議を年3回実施し
ます。

こども相談セ
ンター

代表者会議（書面会議）、
実務者会議２回

№３１に同じ ↗
代表者会議１回、実務者会
議２回

51 母子手帳交付

妊娠の届出をした者に対し母子
健康手帳を交付し、妊娠、出
産、育児に関する母子の健康状
態を記録し、子どもの成長の参
考にします。

健康づくり課

健康相談室において、毎日
午前中、母子健康手帳を交
付し、妊娠期の健康等につ
いて説明した。交付数872
件

No.33と同じ →

健康相談室において、平日
の午前中、母子健康手帳を
交付し、妊娠期の健康等に
ついて説明する。

No.33と同
じ

健康相談室において、毎日
午前中、母子健康手帳を交
付し、妊娠期の健康等につ
いて説明した。交付数904
件

No.33と同じ →

健康相談室において、平日
の午前中、母子健康手帳を
交付し、妊娠期の健康等に
ついて説明する。

No.33と同
じ

52

妊婦健康診査(初回～14 回
目・超音波4 回・血液検
査・GBS 検査)

妊娠中の異常の有無を早期に発
見し、必要時に適切な指導を行
い、母性の健康の保持増進を図
るため、健診費用を助成しま
す。

健康づくり課

医療機関において個別で妊婦
健診を実施し、健診費用を助
成
・初回～14回目 10,463件
・超音波4回3,291件
・血液検査846件
・血算検査714件
・GBS検査 801件

妊婦・乳幼児健康
診査費
100,184

→
医療機関において個別で妊
婦健診を実施し、健診費用
を助成する。

妊婦・乳幼
児健康診査

費
104,286

医療機関において個別で妊
婦健診を実施し、健診費用
を助成
・初回～14回目 10,042
件
・超音波4回3,204件
・血液検査822件
・血算検査700件
・GBS検査 766件

妊婦・乳幼児健康
診査費
97,483

→
医療機関において個別で妊
婦健診を実施し、健診費用
を助成する。

妊婦・乳幼
児健康診査

費
100,327

53 産婦健康支援事業

妊娠中から産後への切れ目のな
い支援(主にうつ予防)を行うた
め、産婦健康診査及び産後ケア
事業を実施します。健診費用及
び事業利用費用を助成します。

健康づくり課

産婦健康診査：1回目633
人、2回目834人実施
産後ケア事業：宿泊型2
件、デイサービス型（2時
間未満）12件、デイサー
ビス型（2時間以上）52
件、訪問1件実施

産婦健康支援事業
費
8,197

→

産婦健康診査については医
療機関において個別に実施
（2回）し、健診費用を助
成する。
産後ケア事業については、
産婦健康診査実施後、うつ
予防を目的に市が委託した
ケア事業所を利用し、事業
利用費用を助成する。

産婦健康支
援事業費

9,354

産婦健康診査：1回目623
人、2回目810人実施
産後ケア事業：宿泊型0
件、デイサービス型（2時
間未満）15件、デイサー
ビス型（2時間以上）62
件、訪問6件実施

産婦健康支援事業
費
7,906

↗

産婦健康診査については医
療機関において個別に実施
（2回）し、健診費用を助
成する。
産後ケア事業については、
産婦健康診査実施後、うつ
予防を目的に市が委託した
ケア事業所を利用し、事業
利用費用を助成する。

産婦健康支
援事業費

8,701

54
乳児家庭全戸訪問
妊産婦乳幼児家庭訪問

妊産婦・乳幼児家庭を訪問し、
健康状態に応じた保健指導を行
い、母親には育児についての不
安や悩みを聞き、必要な情報提
供を行うとともに、必要なサー
ビスに結び付け、育児を応援し
ます。

健康づくり課
乳児家庭全戸訪問 881
件、乳幼児家庭訪問221件
の他、妊産婦家庭訪問 実施

育児支援家庭訪問
事業費
6,555

→
乳児家庭全戸訪問、妊産婦
家庭訪問、乳幼児家庭訪問
の実施

育児支援家
庭訪問事業

費
7,815

乳児家庭全戸訪問 827
件、乳幼児家庭訪問141件
の他、妊産婦家庭訪問 実施

育児支援家庭訪問
事業費
6,300

→
乳児家庭全戸訪問、妊産婦
家庭訪問、乳幼児家庭訪問
の実施

育児支援家
庭訪問事業

費
7,166

55
子どもの年齢に合わせた健
康診査事業

４か月児健診、１０か月児健
診、１歳６か月児健診、３歳児
健診を実施します。

健康づくり課

４か月児健診 886人、10
か月児健診878人、１歳６
か月児健診39回807人、
３歳児健診33回920人 実
施

№52と同じ →
４か月児健診、10か月児
健診、１歳６か月児健診、
３歳児健診の実施

№52と同じ

４か月児健診 836人、10
か月児健診828人、１歳６
か月児健診39回1,018
人、３歳児健診33回989
人 実施

№52と同じ →
４か月児健診、10か月児
健診、１歳６か月児健診、
３歳児健診の実施

№52と同じ
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56 予防接種事業

ＢＣＧ、不活化ポリオ、麻疹、
風疹、日本脳炎、三種混合、二
種混合、四種混合、ヒブ、小児
用肺炎
球菌、HPV(子宮頸がん予防)、
水痘、Ｂ型肝炎の予防接種を実
施します。

健康づくり課

（個別接種）BCG941
人、麻疹・風疹１期913
人、麻疹・風疹2期972
人、日本脳炎5,111人、三
種混合4人、二種混合
1,115人、不活化ポリオワ
クチン2人、四種混合
3,639人、ヒブ3,529人、
小児用肺炎球菌3,619人、
子宮頸がん予防ワクチン
55人、水痘1,763人、B型
肝炎2,651人実施

子ども個別予防接
種費

257,876

→

BCG、麻疹・風疹、日本脳
炎、三種混合、二種混合、
不活化ポリオ、四種混合、
ヒブ、小児用肺炎球菌、子
宮頸がん予防、水痘、B型
肝炎、ロタウイルスに対す
るワクチン、予防接種の実
施

子ども個別
予防接種費
273,678

（個別接種）BCG863
人、麻疹・風疹１期924
人、麻疹・風疹2期975
人、日本脳炎4,730人、三
種混合0人、二種混合
1,085、不活化ポリオワク
チン2人、四種混合3,662
人、ヒブ3,706人、小児用
肺炎球菌3,619人、子宮頸
がん予防ワクチン185、水
痘1,886人、B型肝炎
2,643人、ロタウイルスワ
クチン（1価）477人、ロ
タウイルスワクチン（5
価）371人実施

子ども個別予防接
種費

266,326

→

BCG、麻疹・風疹、日本脳
炎、三種混合、二種混合、
不活化ポリオ、四種混合、
ヒブ、小児用肺炎球菌、子
宮頸がん予防、水痘、B型
肝炎、ロタウイルスに対す
るワクチン、予防接種の実
施

子ども個別
予防接種費
277,115

57
ＳＩＤＳ「乳幼児突然死症
候群」予防啓発

母子手帳交付時に周知、ポス
ターの掲示を行います。

健康づくり課
母子手帳交付時に周知、ポ
スターの掲示

0 →
母子手帳交付時に周知、ポ
スターの掲示を行う。

0
母子手帳交付時に周知、ポ
スターの掲示

0 →
母子手帳交付時に周知、ポ
スターの掲示を行う。

0

58 １歳6 か月児フッ素塗布
歯の質を強化し、むし歯を予防
するため、フッ素塗布を行いま
す。

健康づくり課

１歳６か月児フッ素塗布を
毎月３回、大井川会場で隔
月１回実施。39回595人
延べ1,842人に実施

すこやか歯科保健
推進事業費
4,424

→

1歳6か月児フッ素塗布毎
月３回、大井川会場で隔月
１回の実施（コロナ予防に
て7月～）。

すこやか歯
科保健推進

事業費
4,844

１歳６か月児フッ素塗布を
毎月３回、大井川会場で隔
月１回実施。39回742人
延べ1,847人に実施

すこやか歯科保健
3,114

→

1歳6か月児フッ素塗布毎
月３回、大井川会場で隔月
１回の実施（コロナ予防に
て7月～）。

すこやか歯
科保健推進

事業費
3,258

59 歯科保健対策事業

生涯を通じた歯科保健対策「む
し歯０運動」と一生自分の歯で
食べることを目標に「8020 運
動」を推進し、歯の健康を通し
て全身の健康づくりを図りま
す。

健康づくり課

子育て教室、２歳児歯みが
き教室、1歳６か月児・３
歳児の歯科健診・歯みがき
指導、成人歯科健診、高齢
者の口腔ケア教室の実施

№58と同じ →

乳児期・幼児期の歯科健診
や歯みがき教室、妊婦を含
む成人の歯科健診、高齢者
の口腔ケア教室の実施

№58と同じ

子育て教室、２歳児歯みが
き教室、1歳６か月児・３
歳児の歯科健診・歯みがき
指導、成人歯科健診、高齢
者の口腔ケア教室の実施

№58と同じ →

乳児期・幼児期の歯科健診
や歯みがき教室、妊婦を含
む成人の歯科健診、高齢者
の口腔ケア教室の実施

№58と同じ

60 健(検)診事業

自己の健康状態を把握し、自ら
健康管理に努めるため、乳が
ん・子宮がん・肺がん・胃が
ん・大腸がん・前立腺がん・骨
粗しょう症等の各種健(検)診を
実施します。

健康づくり課

乳がん4,238人・子宮がん
5,313人・肺がん10,576
人・胃がん5,153人・ピロ
リ菌胃がんリスク530人・
大腸がん11,470人・前立
腺がん4,950人・骨粗鬆症
304人等の各種健（検）診
を実施

県費補助健康診査
費

23,596

市単独健康診査費
23,804

がん検診費
201,414

→

乳がん・子宮がん・肺が
ん・胃がん・・ピロリ菌胃
がんリスク・大腸がん・前
立腺がん・骨粗しょう症等
の各種健（検）診を実施す
る

県費補助健
康診査費
22,869

市単独健康
診査費

28,302

がん検診費
198,148

乳がん3,942人・子宮がん
3,455人・肺がん9,531
人・胃がん3,524人・ピロ
リ菌胃がんリスク536人・
大腸がん10,850人・前立
腺がん4,607人・骨粗鬆症
266人等の各種健（検）診
を実施

県費補助健康診査
費

22,869

市単独健康診査費
28,302

がん検診費
198,148

→

乳がん・子宮がん・肺が
ん・胃がん・・ピロリ菌胃
がんリスク・大腸がん・前
立腺がん・骨粗しょう症等
の各種健（検）診を実施す
る

県費補助健
康診査費
21,804

市単独健康
診査費

24,289

がん検診費
174,066

61
「広報やいづ」による情報
提供

毎月「健康」の欄に翌月の行事
日程等を掲載します。

健康づくり課

毎月の広報やいづ「健康の
窓」の頁に翌月の健（検）
診や行事の日程を掲載し
た。

0 →
毎月の広報やいづ「健康の
窓」の頁に翌月の健（検）
診や行事の日程を掲載

0

毎月の広報やいづ「健康の
窓」の頁に翌月の健（検）
診や行事の日程を掲載し
た。

0 →
毎月の広報やいづ「健康の
窓」の頁に翌月の健（検）
診や行事の日程を掲載

0

62 子育て教室

離乳食、病気の手当て、事故予
防等小児科医師の講義、母親同
士の情報交換等、子育てに関す
る保護者の学習の場として開催
します。

健康づくり課 子育て教室5回130人参加 №33と同じ →

子育て教室を講義編と実技
編に分けて年間１１回実施
（コロナ予防にて1回中
止）

№33と同じ
子育て教室10回109人参
加

№33と同じ →

子育て教室を講義編と実技
編に分けて年間12回実施
予定（コロナ感染予防のた
め変更の可能性あり）

№33と同じ

63 2歳児歯みがき教室

歯科衛生士による口腔チェッ
ク、歯みがき指導、保健師によ
る生活指導、身体測定等を行い
ます。

健康づくり課
２歳児歯みがき教室を毎月
３回実施。34回414人参
加

№58と同じ →
2歳児歯みがき教室毎月3
回実施（コロナ予防にて7
月～）

№58と同じ

２歳児歯みがき教室を毎月
３回実施。34回416人参
加 №58と同じ →

2歳児歯みがき教室毎月3
回実施（コロナ感染予防の
ため変更の可能性あり） №58と同じ

64
子育て支援講座
(子育て支援センター)

市内８か所の子育て支援セン
ターで、子育てに関わる講座や
催しを随時開催しています。

子育て支援課

新型コロナウイルス対策に
より、参加人数や実施場所
を検討しながら実施した。
参加者数計：10,789人

67,703 → 継続して実施予定。 69,129

65
双子・三つ子の会
(子育てサポートルーム)

多胎児を妊娠中の方や未就学の
多胎児を子育て中の方が、育児
の情報交換や仲間づくりができ
る交流の場を提供します。

子育て支援課

新型コロナウイルス対策に
よる施設の休館や事業の中
止により、４・５月は未実
施だが、その後はおおむね
月に１回事業を実施した。

→ 継続して実施予定。

母
親
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66 歯と口の健康まつり

歯と口の衛生週間にちなみ、年
１回全市民を対象に健康教育を
行い、歯に対する関心を深め、
歯科
疾患の予防と早期発見を図りま
す。

健康づくり課
焼津文化会館にて開催
年１回　723人参加

№58と同じ →
コロナ感染予防にて開催中
止

№58と同じ

コロナ感染予防にて開催中
止

№58と同じ ー

コロナ感染予防にて開催中
止

№58と同じ

67
ウォーキング推進員活動
の支援

市民の健康づくり、体力づくり
のために、ウォーキング推進員
の研修会、連絡会を開催しま
す。ウォーキング推進員による
元気隊ウォーキングを開催しま
す。

健康づくり課

ウォーキング推進員連絡会
及び研修会5回開催 延べ
68人参加
元気隊ウォーキング9回開
催 延べ171人参加

11 →

ウォーキング推進員連絡会
及び研修会
元気隊ウォーキング 11

ウォーキング推進員連絡会
及び研修会5回開催 延べ
69人参加
元気隊ウォーキング1回開
催 延べ3人参加

11 ↘

ウォーキング推進員連絡会
及び研修会
元気隊ウォーキング 11

68 スポーツクラブ事業

市民がスポーツで汗を流し、楽
しい時間を過ごすことを目的と
します。軽スポーツやレクリ
エーションスポーツを中心に、
同好の仲間や家族で気軽にス
ポーツを楽しみます。

スポーツ課

総合体育館で軽スポーツ
（バドミントン、スポレッ
ク等）を、焼津体育館で
フットサルを全1１回開
催。参加者は述べ894人

719 →

総合体育館で軽スポーツ
（バドミントン、スポレッ
ク等）と誰でも行える「レ
クリエーション」を実施。
焼津体育館でフットサルを
全11回開催予定。スポー
ツのきっかけづくりとし
て、引続き実施する。

790

総合体育館で軽スポーツ
（バドミントン、スポレッ
ク等）を、焼津体育館で
フットサルを全1１回開
催。参加者は述べ703人

754 →

総合体育館で軽スポーツ
（バドミントン、スポレッ
ク等）と誰でも行える「レ
クリエーション」を実施。
焼津体育館でフットサルを
全11回開催予定。スポー
ツのきっかけづくりとし
て、引続き実施する。

795

69 スポーツ教室

運動の日常化により、健康増
進・体力向上、明るい
仲間づくりを目指す。総合体育
館、焼津体育館、大井川体育館
において、幼児、親子、女性、
リズム、高齢者、健康増進、成
人男性、よちよち、リズム
フィットネスを行う。

スポーツ課

体操教室は未就園児から高
齢者まで各年齢層に応じた
教室（9種類23コース）を
年3期に分け開催し、受講
者数は2,508人だった。水
泳教室は一般のみ実施し2
教室を年3期に分け実施
し、受講者数は232人。今
年度より水泳教室の幼児の
部門は、水夢館指定管理に
移行した。
また、コロナウイルス感染
対策として３月の教室は中
止した。

12311 →

幼児、親子、女性、男性な
ど、多くの年齢層を対象に
体操の教室を体育協会に委
託し実施する。
体操教室は総合体育館、大
井川体育館を会場に実施予
定。水泳教室は水夢館指定
管理者に事業を移行するの
で実施しない。
子供を対象とした水泳教室
は指定管理者の自主事業
（水泳教室）と統合したた
め、今年度より実施しな
い。
新たに新元気世代の教室を
実施する

10,774

体操教室は未就園児から高
齢者まで各年齢層に応じた
教室（9種類23コース）を
年3期に分け開催し、受講
者数は1,401人だった。
また、コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から第1
期の教室を中止した。

8136 →

幼児、親子、女性、男性な
ど、多くの年齢層を対象に
体操の教室を体育協会に委
託し実施する。
体操教室は総合体育館、大
井川体育館を会場に実施予
定。

10,683

70
総合型地域スポーツクラブ
事業

地域住民が会費制で運営する地
域に密着したクラブであり、複
数の種目を用意し、子どもから
高齢者まで、誰もが気軽に楽し
め、地域の交流の場や健康づく
り、青少年健全育成の場となる
ことを目指します。

スポーツ課

・スポーツ教室開催
・地元小中学校への協力
・公民館イベントへの協力
・地元小学校（黒石・大
富）での夏期水泳教室の開
催

0 →

市主催の事業でなく、市内
唯一の総合型スポーツクラ
ブ「トミーズ」による活動
であるため、引き続き支援
していく。来年度より地域
総合型スポーツクラブの登
録制度が変更となるため、
対応もおこなっていく。

0

大富地区の体育館等で12
教室を実施し、延べ7,172
名が参加した。また、新型
コロナウイルスの影響によ
り４・５月の全教室を中止
した。

0 →

市主催の事業でなく、市内
唯一の総合型スポーツクラ
ブ「トミーズ」による活動
であるため、引き続き支援
していく。来年度より地域
総合型スポーツクラブの登
録制度が変更となるため、
対応もおこなっていく。

0

71 市民トリム大会

運動を通してバランスのとれた
体力づくりと健康増進を目指
し、ウォーキング大会を行いま
す。

スポーツ課 悪天候のため未実施 40 ー

前年度未実施のため、今年
度は昨年計画した方法を踏
襲し実施する。例年４月に
行っていたが、天候が落ち
着く１１月に実施予定

51

「高草山山頂」、「笛吹段
中腹」、「浜当目海岸」の
3コースを予定したが、高
草山での熊目撃情報により
浜当目海岸コースのみ行っ
た。

37 →

焼津の豊かな自然や名勝、
また文化などをめぐるコー
スを自分のペースで歩くこ
とで、心と体の健康づくり
に目を向けるようにする。

28

72 栄養相談・指導

栄養相談を毎週１回実施しま
す。
また、６か月児相談、１歳６か
月児健診、２歳歯みがき教室、
３歳児健診会場でも実施しま
す。

健康づくり課

予約制の母子栄養相談を週
に１回、母子の健診・相談
時に実施する。その他、随
時の栄養相談を、合計
2,669件実施した。

№58と同じ →

各種健診相談の場におい
て、食の基本と乳幼児期か
らの生活習慣病予防のため
の栄養相談を実施する。 №58と同じ

予約制の母子栄養相談を週
に１回、母子の健診・相談
時に実施する。その他、随
時の栄養相談を、合計
1,958件実施した。

№58と同じ →

各種健診相談の場におい
て、食の基本と乳幼児期か
らの生活習慣病予防のため
の栄養相談を実施する。 №58と同じ

73 親子料理教室
健康づくり食生活推進協議会の
会員が市内の公民館を会場に開
催します。

健康づくり課 こども料理教室7回172人 0 →

健康づくり食生活推進協議
会の会員が市内の公民館を
会場に開催する。

0 こども料理教室2回40人 0 →

健康づくり食生活推進協議
会の会員が市内の公民館を
会場に開催する。

0
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74
幼稚園、保育所(園)での食
育推進事業

園内及び近隣農地における栽
培・収穫体験、収穫物を用いた
クッキング活動、絵本・紙芝居
を活用した食に対する知識向上
指導等を実施します。

保育・幼稚園
課

各園において、栽培・収
穫・調理・試食体験や、絵
本・劇等を活用した食の指
導を実施した。
保護者や関係機関との協同
による体験活動を工夫し
た。

→

各園において、栽培・収
穫・調理・試食体験や、絵
本・劇等を活用した食の指
導を実施する。
保護者や関係機関との協同
による体験活動を工夫す
る。

各園において、栽培・収
穫・調理・試食体験や、絵
本・劇等を活用した食の指
導を実施した。
保護者や関係機関との協同
による体験活動を工夫し
た。

→

各園において、栽培・収
穫・調理・試食体験や、絵
本・劇等を活用した食の指
導を実施する。
保護者や関係機関との協同
による体験活動を工夫す
る。

75
小中学校での食に関する指
導、食育の推進

本市に配置された栄養教諭と連
携し、おやつの採り方や朝食摂
取の重要性、栄養バランスを意
識した
食事等、児童生徒の実態に合わ
せた指導を行います。

学校教育課

各校で「食に関する年間指
導計画」に基づき、家庭科
や特別活動において実践を
行った。また、栄養教諭に
よる食の指導を、小学校３
回以上、中学校２回以上
行った。
焼津市食育推進委員会を年
４回開催した。

→

焼津市食育推進委員会を学
校給食部と連携して年４回
開催する。今年度の重点は
焼津の地場産物の周知とす
る。
栄養教諭による食の指導と
「食に関する年間指導計
画」に基づく実践も各校で
継続して行う。

各校で「食に関する年間指
導計画」に基づき、家庭科
や特別活動において実践を
行った。また、栄養教諭に
よる食の指導を、小学校３
回以上、中学校２回以上
行った。
焼津市食育推進委員会を年
４回開催した。

→

焼津市食育推進委員会を学
校給食部と連携して年４回
開催する。今年度は焼津の
地場産物についての理解度
アンケートを実施する。
栄養教諭による食の指導と
「食に関する年間指導計
画」に基づく実践も各校で
継続して行う。

76 初期救急医療対策事業
医師会に委託し、休日及び夜間
の救急医療を行います。

健康づくり課

休日や夜間の救急患者への
対応を医師会等を通じ、市
内医療機関へ委託した。
夜間については、志太榛原
救急医療センターにおいて
も対応。

委託料
13,808

負担金
2,030

→

休日や夜間の救急患者への
対応を医師会等を通じ、市
内医療機関へ委託した。
夜間については、志太榛原
救急医療センターにおいて
も対応。

委託料
13,934

負担金
1,916

休日や夜間の救急患者への
対応を医師会等を通じ、市
内医療機関へ委託した。

夜間については、志太榛原
救急医療センターにおいて

も対応した。

委託料
13,934

負担金
1,916

→

休日や夜間の救急患者への
対応を医師会等を通じ、市
内医療機関へ委託する。

夜間については、志太榛原
救急医療センターにおいて

も対応する。

委託料
13,020

負担金
1,989

77 第２次救急医療対策事業
志太榛原地域の公立病院によ
り、２次救急医療を実施しま
す。

健康づくり課

志太榛原地域医療圏内の公
立４病院による病院群輪番
制により第２次救急医療体
制を確保した。
県補助金及び志太榛原地域
医療圏の４市２町からの負
担金により、第２次救急医
療施設運営費補助金を交付
した。

補助金
28,058

交付金
10,013

→

志太榛原地域医療圏内の公
立４病院による病院群輪番
制により第２次救急医療体
制を確保する。
県補助金及び志太榛原地域
医療圏の４市２町からの負
担金により、第２次救急医
療施設運営費補助金を交付
する。

補助金
27,706

交付金
9,928

志太榛原地域医療圏内の公
立４病院による病院群輪番
制により第２次救急医療体
制を確保した。
県補助金及び志太榛原地域
医療圏の４市２町からの負
担金により、第２次救急医
療施設運営費補助金を交付
した。

補助金
27,825

交付金
9,928

→

志太榛原地域医療圏内の公
立４病院による病院群輪番
制により第２次救急医療体
制を確保する。
県補助金及び志太榛原地域
医療圏の４市２町からの負
担金により、第２次救急医
療施設運営費補助金を交付
する。

補助金
27,667

交付金
10,013

78
志太榛原救急医療センター
運営事業

救急医療に対応するため、志太
榛原管内の市町により、志太榛
原救急医療センターを運営しま
す。

健康づくり課

志太榛原地域医療圏の４市
２町による志太榛原救急医
療センターの運営に参画
し、指定管理者である救急
医療対策協会への協会費お
よび運営費負担金を支出し
た。

運営費負担金

13,931

協会会費
2,213

→

志太榛原地域医療圏の４市
２町による志太榛原救急医
療センターの運営に参画
し、指定管理者である救急
医療対策協会への協会費お
よび運営費負担金を支出す
る。

運営費負担金

10,078

協会会費
2,406

志太榛原地域医療圏の４市
２町による志太榛原救急医
療センターの運営に参画
し、指定管理者である救急
医療対策協会への協会費お
よび運営費負担金を支出し
た。

運営費負担金

19,178

協会会費
2,406

→

志太榛原地域医療圏の４市
２町による志太榛原救急医
療センターの運営に参画
し、指定管理者である救急
医療対策協会への協会費お
よび運営費負担金を支出す
る。

運営費負担金

20,678

協会会費
2,342

79 休日等歯科救急医療
市内歯科医院の在宅輪番制によ
り休日の救急医療を行います。

健康づくり課
焼津市歯科医師会へ休日等
における歯科救急診療を委
託し、実施した。

委託料
2,486

→
焼津市歯科医師会へ休日等
における歯科救急診療を委
託し、実施する。

委託料
2,376

焼津市歯科医師会へ休日等
における歯科救急診療を委
託し、実施した。

委託料
2,376

→
焼津市歯科医師会へ休日等
における歯科救急診療を委
託し、実施する。

委託料
2,376

80
公立・私立の幼稚園及び保
育所による共同研修の実施

公立・私立幼稚園及び保育所
(園)が共同で研修を進める体制
を整え、焼津市に育つ子どもた
ちに、平等に質の高い幼児期の
教育・保育を提供します。

保育・幼稚園
課

焼津市乳幼児教育推進会議
を設置し、乳幼児教育推進
会議や乳幼児教育研修会、
保育者資質向上研修会など
を実施した。

385 →

焼津市乳幼児教育推進会議
を設置し、乳幼児教育推進
会議や乳幼児教育研修会、
保育者資質向上研修会など
を実施する。

460

81 指導主事の配置

専門的な知見や豊富な実践経験
を有する指導主事による域内の
教育・保育施設等への訪問支援
等を通じて、教育内容や指導方
法、指導環境の改善等について
助言を行います。

保育・幼稚園
課

専門的な知見や豊富な実践
経験を有する指導主事によ
る域内の教育・保育施設等
への訪問支援等を通じて、
教育内容や指導方法、指導
環境の改善等について助言
を行った。

→

専門的な知見や豊富な実践
経験を有する指導主事によ
る域内の教育・保育施設等
への訪問支援等を通じて、
教育内容や指導方法、指導
環境の改善等について助言
を行う。

食
育

小
児

医
療
体
制
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82
私立幼稚園教職員研修等補
助事業

焼津市私立幼稚園協会主催の教
職員研修や親子と教員のふれあ
いを目的としたチャイルド・
チャレンジ大会に要する費用を
補助します。

保育・幼稚園
課

以下の研修事業を実施した
焼津市私立幼稚園協会に対
し補助金を交付した。
教員実技研修（４回）
地区活動研究（１０回）
公開保育（２回三和・みや
じま）
子育て情報提供事業（１
回：子育て講演会120人参
加）
子育てフェア（約７00人
参加）
園児絵画展（1,404人参
加）

300 →

令和元年度に引き続き、焼
津市私立幼稚園協会主催の
事業に対して補助金を交付
し、教職員の資質の向上及
び幼児教育の振興を図る。

300

以下の研修事業を実施した
焼津市私立幼稚園協会に対
し補助金を交付した。
教員実技研修（１回）
園児絵画展（新型コロナウ
イルス感染症拡大に伴い中
止）

104 ↘

引き続き、焼津市私立幼稚
園協会主催の事業に対して
補助金を交付し、教職員の
資質の向上及び幼児教育の
振興を図る。

300

83
市教委学校訪問
(保育・幼稚園課訪問)

幼稚園、学校教育体制の確立と
振興、充実を図るための指導及
び助言を行います。

学校教育課
保育・幼稚園

課

（学校教育課）学校教育体
制の確立と振興、充実を図
るための指導及び助言を
行った。市内の小中学校を
訪問した。
（保育・幼稚園課）幼稚園
については、№52参照。

→ 継続

（学校教育課）学校教育体
制の確立と振興、充実を図
るための指導及び助言を
行った。市内の小中学校を
訪問した。
（保育・幼稚園課）幼稚園
については、№94参照。

→

（学校教育課）学校教育体
制の確立と振興、充実を図
るための指導及び助言を行
う市内の小中学校を訪問す
る
（保育・幼稚園課）継続

84 初任者研修会(県事業)
初任者教員の質の向上を図りま
す。

学校教育課
保育・幼稚園

課

（学校教育課）研修を実施
し、初任者の資質向上が図
られた。

→
初任者対象の研修を年間
11回実施し、資質の向上
を図る。

（学校教育課）研修を実施
し、初任者の資質向上が図
られた。
（保育・幼稚園課）研修を
実施し、初任者の資質向上
が図られた。

→

（学校教育課）初任者対象
の研修を年間11回実施
し、資質の向上を図る。内
３回は市教委が実施する。
（保育・幼稚園課）初任者
対象の研修を年間15回実
施し、資質向上を図る。

85

１０年研修会(県事業)
（中堅教諭等資質向上研
修）

教職１０年経験者の質の向上を
図ります。

学校教育課
保育・幼稚園

課

（学校教育課）研修を実施
し、10年研対象者の資質
向上が図られた。

→
社会体験研修を２日、異校
種研修を1日実施し、対象
者の資質の向上を図る。

（学校教育課）研修を実施
し、10年研対象者の資質
向上が図られた。
（保育・幼稚園課）研修を
実施し、中堅職員の資質向
上が図られた。

→

（学校教育課）市教委が社
会体験研修を２日、異校種
研修を1日実施し、対象者
の資質の向上を図る。
（保育・幼稚園課）社会体
験研修を１日、異校種研修
を1日実施し、対象者の資
質の向上を図る。

86 研修主任研修会
校内研修を推進し、教職員の指
導力向上のために、研修主任の
役割について学びます。

学校教育課
研修会を３回実施し、研修
主任の資質向上が図られ
た。

→
研修会を３回実施し、講話
や実習を通して、研修主任
の役割について学ぶ

87 発達支援講演会

幼稚園・保育所(園)、学校等の
職員に対し、発達障害や支援方
法の理解を深めるための講演会
等を行い、発達に課題のある子
どもたちが、園や学校等で生活
しやすくなるよう支援します。

こども相談セ
ンター

支援者向け講演会2回、講
座3回、保護者向け講演会
3回

↗
・発達支援システムの構築
・あしすとファイルの周知
活用の強化

支援者向け講演会2回、講
座４回、保護者向け講演会
２回

№３１に同じ ↗
支援者向け講演会2回、講
座３回、出前講座数回、保
護者向け講演会2回の実施

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士

確
保
対
策

88 保育士確保対策の強化

焼津市で保育士や幼稚園教諭と
して働き始めた方に、奨学金の
返還や家賃を補助します。
また、保育士や幼稚園教諭の資
格を持ち、市内の園で働きたい
方のための人材バンク「焼津市
保育者
人材バンク」を運営し、保育人
材の確保を支援します。

保育・幼稚園
課

焼津市で保育士や幼稚園教
諭として働き始めた方に、
奨学金の返還や家賃を補助
を実施した施設に対して補
助金を交付した。
保育士や幼稚園教諭の資格
を持ち、市内の園で働きた
い方のための人材バンク
「焼津市保育者人材バン
ク」を運営し、保育人材の
確保を支援した。

5,427 →

引き続き、焼津市で保育士
や幼稚園教諭として働き始
めた方に、奨学金の返還や
家賃を補助を実施する施設
に対して補助金を交付す
る。
保育士や幼稚園教諭の資格
を持ち、市内の園で働きた
い方のための人材バンク
「焼津市保育者人材バン
ク」を運営し、保育人材の
確保を支援する。

7,640

研
修
・
指
導
体
制
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関
係
機
関
の
連
携

89
教育・保育施設及び地域型
保育事業の連携

教育・保育施設及び地域型保育
事業者との連携を図るために連
絡会を開催し、情報提供及び共
有することで協力体制を構築し
ます。

保育・幼稚園
課

公立・私立幼稚園及び保育
所(園)が一堂に会して進め
ている焼津市乳幼児教育推
進会議や乳幼児教育研修会
等の中で、情報の共有を進
め協力体制の構築に努め
た。

→

引き続き、公立・私立幼稚
園及び保育所(園)が一堂に
会して進めている焼津市乳
幼児教育推進会議や乳幼児
教育研修会等の場を活用し
て、情報の共有を進め協力
体制の構築に努める。

監
査
の
実
施

90
教育・保育施設への適切な
指導監督の実施

市内教育・保育施設に対し、運
営状況を確認するため、施設監
査及び確認監査を実施します。

子育て支援課
地域型保育事業18施設へ
の指導監査を行った。

→

地域型保育事業に関しては
引き続き１年に１回実施。
新規に特定・教育保育施設
等に対して実施していく見
通して進めていく。

学
校
で
の
支
援

91
小学校低学年学校生活安定
事業

小学校１年生の子どもが円滑に
集団生活へ適応できるよう、小
１サポーターを全クラスに配置
し、支援します。

学校教育課

小学校１年生を対象にして
実施した。小学校１年の児
童が学習面、生活面ともに
落ち着いた環境にあり、心
の安定につながった。
配置人数３９人

29266 →

小学校1年生を対象に実施
する。小学校1年生の児童
が学習面、生活面ともに落
ち着いた環境のなかで学校
生活を送ることができよう
になることを目指す。
配置人数３７人

35,232

小学校１年生を対象にして
実施した。小学校１年の児
童が学習面、生活面ともに
落ち着いた環境にあり、心
の安定につながった。
配置人数３９人

32,238 →

小学校1年生を対象に実施
する。小学校1年生の児童
が学習面、生活面ともに落
ち着いた環境のなかで学校
生活を送ることができよう
になることを目指す。
配置人数３6人

35,611

92
幼稚園・保育所（園）と小
学校との連携

幼稚園・保育所(園)は幼児期の
教育・保育の充実を図るととも
に、小学校と連携し、小学校教
育への円滑な接続を図ります。
幼保小合同研修会や連絡会等に
より、
目指す子どもの姿や教育内容の
相互理解を深め、「乳幼児期に
育てたい力」を踏まえた幼児期
の教育・保育の実践を図りま
す。

保育・幼稚園
課

学校教育課

（保育・幼稚園課）幼稚
園・保育所(園)は、幼児期
の教育・保育の充実と、小
学校と連携し小学校教育へ
の円滑な接続を図るため、
幼保小合同研修会や連絡会
等を開催し、目指す子ども
の姿や教育内容の相互理解
を深め、「乳幼児期に育て
たい力」を踏まえた幼児期
の教育・保育を実践した。

（学校教育課）
各学校区で幼保小中の連絡
会を実施
教頭会で幼保小中の連携に
ついて協議

→

（保育・幼稚園課）引き続
き、幼稚園・保育所(園)は
幼児期の教育・保育の充実
を図るとともに、小学校と
連携し、小学校教育への円
滑な接続を図る。
幼保小合同研修会や連絡会
等により、目指す子どもの
姿や教育内容の相互理解を
深め、「乳幼児期に育てた
い力」を踏まえた幼児期の
教育・保育の実践を図る。

（学校教育課）
各学校区で幼保小中の連絡
会を実施
教頭会で幼保小中の連携に
ついて協議

93 学校への移行支援

幼稚園・保育所(園)等での子ど
もの育ちや支援の情報等を、学
校に円滑につなぐ仕組みづくり
を行います。「あしすとファイ
ル」や「就学支援シート」の情
報をもとに、保護者、幼稚園・
保育所(園)等から学校への相談
や移行支援を行い、就学後に
は、主に通常学級への就学児に
ついて学校訪問等を行い、移行
支援を行います。

こども相談セ
ンター

小学校訪問延べ数182件。 ↗
あしすとファイルの周知活
用の強化。
発達支援システムの構築

小学校訪問延べ数18３件 ↗ 小学校訪問（前期・後期）

関
係

機
関
の
連
携
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94 公開保育

幼稚園・保育所(園)において、
積極的に教育・保育を公開し、
保育者同士や小中学校の教員が
参観することを通して、保育者
の資質向上を図るとともに、保
幼小中校種間の連携を深めま
す。

保育・幼稚園
課

学区の小中学校に園内研修
の案内を送付し、参加を依
頼。
保幼小連絡会を年１回開
催。
焼津市保育・幼稚園課訪問
（公立11園）、静西教育
事務所地域支援課定期訪問
を受け、保育参観・協議を
実施（さつき幼稚園）
焼津市主催小中２年次研修
や小中中堅教諭等資質向上
研修会の会場園として、保
育を公開（静浜、大井川西
幼稚園）

→

学区の小中学校に園内研修
の案内を送付し、参加を依
頼。
保幼小連絡会を年１回開
催。
焼津市保育・幼稚園課訪問
（公立10園）、静西教育
事務所地域支援課定期訪問
を受け、保育参観・協議を
実施（静浜幼稚園）
焼津市主催小中２年次研修
や小中中堅教諭等資質向上
研修会の会場園として、保
育を公開（下藤分園、大富
幼稚園）

学区の小中学校に園内研修
の案内を送付し、参加を依
頼。
保幼小連絡会を開催。
焼津市保育・幼稚園課訪問
（公立1０園）、静西教育
事務所地域支援課定期訪問
を受け、保育参観・協議を
実施（静浜幼稚園）
焼津市主催小中２年次研修
や小中中堅教諭等資質向上
研修会の会場園として、保
育を公開（下藤、大富幼稚
園）

→

学区の小中学校に園内研修
の案内を送付し、参加を依
頼。
保幼小連絡会を開催。
焼津市保育・幼稚園課訪問
（公立10園）、静西教育
事務所地域支援課定期訪問
を受け、保育参観・協議を
実施（下藤分園）
焼津市主催小中２年次研修
や小中中堅教諭等資質向上
研修会の会場園として、保
育を公開（静浜幼稚園、大
井川西幼稚園）

95 交通安全教室
交通安全協会交通安全指導員を
中心に、年齢に応じた交通安全
教室を開催します。

くらし安全課
学校教育課

（くらし安全課）
保育・幼稚園68回3,494
人
小学校　43回2,774人
中学校　11回1,100人
高校　3回554人
一般　21回482人
高齢者45回1,231人
延べ191回、9,635人
（学校教育課）
新型コロナ対応のため、一
部学校は中止。規模を縮小
して実施した学校もあっ
た。

（くらし安全課）
15,008

↗

（くらし安全課）
引き続き年齢に応じた交通
安全教室を行うことによ
り、市民の交通安全に対す
る意識高揚を図る。
（学校教育課）
小学校での交通安全リー
ダーと語る会も含め、各校
で交通安全担当を中心に
行っていく予定。

（くらし安
全課）

15,734

96 交通安全街頭指導

交通安全指導員や交通安全協会
交通安全指導員を中心に、登下
校時の街頭立哨・街頭指導を実
施します。

くらし安全課
毎日、登下校時に街頭立
哨・街頭指導を実施

18,331 ↗

引き続き主要な交差点や交
通量の多い道路にて街頭立
哨・街頭指導を実施し、交
通事故防止を図る。

19,483

97
地域ぐるみの学校安全体制
整備推進事業

子ども見守り隊(スクールガー
ド)による見守り活動の実施や子
ども見守り隊(スクールガード)
養成講習会(研修会)を開催しま
す。

学校教育課

4月に行う研修会は中止し
た。各校で見守り隊に連絡
をし、必要な用具を購入し
た。

434 →

4月に研修会を行った。子
どもたちの安全、安心な登
下校のために各校で建てた
計画をもとに事業を実施予
定。

233
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98 通学路合同点検
学校、警察、道路管理者等と連
携し、通学路等の点検・改善を
図ります。

道路課
学校教育課

保育・幼稚園
課

くらし安全課

（道路課）津市通学路等交
通安全プログラムに基づ
き、通学路等合同点検を8
月に実施。
対象：小学校（13校）
　　　中学校（　9校）
　　　保育・幼稚園等
　　　　　（46施設）
合同点検では、事前に各学
校等から抽出された対策必
要箇所について現地調査を
実施し、具体的な対策を検
討した。
（学校教育課）
道路課を中心に例年通り実
施。各校への立ち合い依頼
等は学校教育課が行った。
中学校付近の危険箇所の確
認も開始した。
（保育・幼稚園課）幼稚
園、保育所、警察、道路管
理者等と連携し、通学路等
の点検・改善を図った。
（くらし安全課）
通学路等合同点検を8月に
実施。
小学校　13校
中学校　9校
保育・幼稚園等　46施設

↗

（道路課）通学路等合同点
検を8月に実施予定。
対象：小学校（13校）
　　　中学校（　9校）
　　　保育・幼稚園等
　　　　　（49施設）
（学校教育課）
例年通りに実施予定。児童
生徒の登下校の安全確保に
向け、危険箇所の確認等の
立ち合いを各学校と行う予
定。
（保育・幼稚園課）幼稚
園、保育所、警察、道路管
理者等と連携し、通学路等
の点検・改善を図る。
（くらし安全課）
８月に実施予定
小学校　13校
中学校　9校
保育・幼稚園等　49施設

99 防犯教室
各学校において、警察や民間企
業に協力を依頼し実施します。

学校教育課
各学校で実施している。Ｒ
２年度は規模を縮小、また
は中止の学校が多かった。

→
各学校で教頭、生徒指導担
当等を中心に計画を立て、
実施予定。

100 防犯活動の推進

防犯協会と連携し、地域安全推
進員による青色防犯パトロール
や登下校時の見守りを行ってい
ます。

くらし安全課

7/29　青色防犯パトロー
ル出発式を実施。
パトロール実施回数：455
回

4,200 →

7/20　青色防犯パトロー
ル出発式を予定。
連携し、引き続きパトロー
ルを実施。

5,000

101 職員向け防犯講座
幼稚園、保育園、放課後児童ク
ラブなどの職員向けに防犯講座
を実施します。

家庭・子ども
支援課

保育・幼稚園
課

（保育・幼稚園課）各施設
において警察・市生活安全
課の協力により防犯講座を
実施した。
（家庭・子ども支援課）
施設ごとに危険個所の確認
や対処方法についての講座
を実施した。

→

（保育・幼稚園課）幼稚
園、保育園、放課後児童ク
ラブなどの職員向けに防犯
講座を実施
（家庭・子ども支援課）
施設ごとに危険個所の確認
や対処方法についての講座
を実施する。

102 施設点検と安全対策
所管する施設の点検と安全対策
に取り組みます。

子育て支援課
家庭・子ども

支援課
保育・幼稚園

課

（子育て支援課）子育て支
援センター・児童センター
等においては、大型遊具は
定期点検を行っており、お
もちゃや机も安全性を考慮
に入れて選別している。
（保育・幼稚園課）所管す
る施設の点検と安全対策
（保守・修繕等）を実施し
た。
（家庭・子ども支援課）
所管する施設の点検と安全
対策に取り組んだ。

（子育て支援課）
10

（保育・幼稚園
課）11,370

→

（子育て支援課）継続して
実施予定。
令和２年１２月より児童セ
ンターに大型ネット遊具が
施設された為、定期的に点
検を行っていく。
（保育・幼稚園課）
所管する施設の点検と安全
対策（保守・修繕等）に取
り組む。
（家庭・子ども支援課）
所管する施設の点検と安全
対策に取り組みます。

（子育て支
援課）182
（保育・幼

稚園課）
10,186

交
通
安
全
対
策

防
犯
対
策
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103

ファミリー・サポート・セ
ンター事業（子育て援助活
動支援事業）

育児の援助を受けたい人と行い
たい人が登録し、相互援助の形
で、保護者が保育所の送迎がで
きないとき等に保護者の代わり
に送迎する等の子育てを支援し
ます。
また、利用促進のため、利用料
の助成を行います。

子育て支援課

延べ利用回数　3,349回
会員数
　依頼会員　701人
　提供会員　146人
　両方会員　38人

5,278 →
ファミリー・サポート・セ
ンター事業、利用料助成事
業を継続して行う。

5,706

延べ利用回数　2,847回
会員数
　依頼会員　705人
　提供会員　149人
　両方会員　35人

5,312 →

ファミリー・サポート・セ
ンター事業は継続して実
施。利用料助成事業につい
ては、新型コロナウイルス
により財政が圧迫された
為、令和３年度より廃止。

4,336

104 子育て応援隊派遣事業

妊娠中や３歳までの子どもがい
る家庭で、家族等の手助けが無
い場合に、「子育て応援隊」が
家庭を訪問し、育児と家事のお
手伝いをします。

子育て支援課
新規利用申込の案内及び受
付の手続を行った。
のべ活動件数：345回

468 → 継続して実施予定。 307

105
地域子育て支援拠点事業(子
育て支援センター)

乳幼児及びその保護者が相互に
交流を図る場所を提供し、子育
てについての相談、情報の提
供、助言、子育て及び子育て支
援に関する講習等を行います。

子育て支援課

市内８か所（直営３、委託
５）で実施
利用者数計：78,495人
相談件数：3,909件

61,475 →
市内8か所（直営３、委託
５）で実施

71,234

市内８か所（直営３、委託
５）で実施
のべ利用者数計：54,524
人
のべ相談件数：1,489件

67,703 →
市内8か所（直営３、委託
５）で実施

69,129

106
放課後児童健全育成事業(放
課後児童クラブ)

就労などにより保護者が昼間家
庭にいない小学校児童を対象
に、放課後における生活や遊び
の場を提供し、児童の健全育成
を図ります。
また、児童、保護者とのコミュ
ニケーションに努めるととも
に、通知や掲示を活用した地域
住民への情報提供を促進しま
す。

家庭・子ども
支援課

・平成31年４月入所児童
数　1,089人（25クラ
ブ）
・夏季限定放課後児童クラ
ブ開設
・新型コロナ緊急対策

241,218 ↗

・令和２年４月入所児童数
1,133人（27クラブ）
・夏季限定放課後児童クラ
ブ開設
・クラブの施設整備
・新型コロナ緊急対策

310,598

・令和２年４月利用児童数
1,133人（27クラブ）
・クラブの施設整備
・新型コロナ緊急対策

282,757 →

・令和３年４月利用児童数
1,146人（26クラブ）
・夏季限定放課後児童クラ
ブ開設
・クラブの施設整備
・新型コロナ緊急対策

257,382

107
放課後児童クラブ支援員の
研修等の支援

放課後児童クラブ支援員の資質
の向上を図るため、市内学童保
育指導員会が実施している研修
会等の支援をします。

家庭・子ども
支援課

放課後児童クラブ指導員会
の支援を積極的に行った。

0 →
放課後児童クラブ指導員会
の支援を積極的に行う。

0
放課後児童クラブ支援員の
支援を積極的に行った。

0 →
放課後児童クラブ支援員の
支援を積極的に行う。

0

108 家庭的保育事業
家庭的保育者が、家庭的保育者
の居宅等において乳幼児の保育
を行います。

保育・幼稚園
課

従前の保育ママ事業を引き
継いだ事業であるが、開設
事業者はなかった。

→
家庭的保育事業の開設希望
があれば、相談に応じる。

従前の保育ママ事業を引き
継いだ事業であるが、開設
事業者はなかった。

→
家庭的保育事業（従前の保
育ママ事業）の開設希望が
あれば、相談に応じる。

109 保育所園庭開放
家庭で子育てしている保護者と
子どものために保育所の園庭を
開放します。

保育・幼稚園
課

毎週園庭開放を実施（13
園）

→
毎週園庭開放を実施（13
園）

園庭開放を実施（13園） → 園庭開放を実施（13園）

110 幼稚園園庭開放

未就園児親子に幼稚園を体験し
てもらい、就園前に保護者同
士・子ども同士のふれあいの場
を提供し
ます。

保育・幼稚園
課

全公立幼稚園
・大富8日1３１組
・さつき1２日1３９組
・東益津1０日１６３組
・静浜1１日2０７組
・下藤分園８日４7組
・大井川西10日１６３7組
・大井川南７日133組
年間延べ日数　６6日
年間延べ参加数９83組

→
引き続き未就園児親子対象
に園庭開放をし、ふれあい
の場を提供する。

全公立幼稚園
・大富8日123組
・さつき9日83組
・静浜8日77組
・下藤分園８日12組
・大井川西10日202組
・大井川南5日34組
年間延べ日数　48日
年間延べ参加数531組

→
引き続き未就園児親子対象
に園庭開放をし、ふれあい
の場を提供する。

111
子育てグループの活動支援
（No.25再掲）

就園前の子どもと保護者を対象
に、子育てについて学び、お互
いの交流を図るため、子育てグ
ループの活動を支援します。

スマイルライ
フ推進課

112 親子ふれあいホールの活用

公民館に設置された、親子が自
由に利用・交流することのでき
る親子ふれあいホールの活用を
推進します。

スマイルライ
フ推進課

親子が自由に利用できる親
子ふれあいホールを開放し
た。

0 →
親子が自由に利用できる親
子ふれあいホールを開放す
る。

0

親子が自由に利用できる親
子ふれあいホールを開放し
た。

0 →
親子が自由に利用できる親
子ふれあいホールを開放す
る。

0

思
春
期
保
健
対
策
の
充
実
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113
しずおか子育て優待カード
事業（県との協働事業）

子育て家庭を地域全体で応援す
ることを目的に、協賛店舗（施
設）でカードを提示すると様々
な応援サービスを受けることが
できます。

子育て支援課
カードの配布及び協賛店舗
（施設）に関する手続きを
行った。

0 → 継続して事業を行う。 0

カードの配布及び協賛店舗
（施設）に関する手続きを
行った。 → 継続して事業を行う。

114 世代間交流事業

高齢者福祉施設等を訪問した
り、地域のお年寄りを幼稚園・
保育所(園)に招待し、季節的行
事や伝承遊びを通して、世代間
の交流を図ります。

保育・幼稚園
課

地域のミニデーのお年寄り
を園行事等の折に保育園に
招待してふれあいを楽しん
だり、地域のお年寄りを訪
問したりして世代間交流を
行った。

→
引き続き、地域のミニデー
のお年寄りを招待したり訪
問したりする活動を行う。

新型コロナウイルス感染症
拡大により中止

ー

新型コロナウイルス感染症
拡大の状況を見極めながら
可能な範囲で、地域のミニ
デーのお年寄りを招待した
り訪問したりする活動を行
う。

115 異年齢児交流等事業

卒園した子どもや地域の子ども
とともに、地域的行事、ハイキ
ング等の共同活動を通じて、子
どもの社会性を養います。

保育・幼稚園
課

卒園した児童を夏祭りや運
動会に招いたり、全ての小
学校において児童とのふれ
あい活動を行ったりした。

→

引き続き、卒園した児童を
夏祭りや運動会に招いた
り、小学校の児童とのふれ
あい活動を行うことで、児
童の社会性を養う。

新型コロナウイルス感染症
拡大により中止

ー

新型コロナウイルス感染症
拡大の状況を見極めながら
可能な範囲で、卒園した児
童を夏祭りや運動会に招い
たり、小学校の児童とのふ
れあい活動を行うことで、
児童の社会性を養う。

116 地域との交流事業
公民館の行事や地域の祭りに参
加し、地域住民との交流を深め
ます。

保育・幼稚園
課

地域の老人会や公民館祭り
を始めとして地域の様々な
活動に参加し、地域住民と
ふれあい、交流を深めた。

→

引き続き、地域の老人会や
公民館祭り等、地域の様々
な活動に参加し、地域住民
とふれあい、交流を深め
る。

新型コロナウイルス感染症
拡大により中止

ー

新型コロナウイルス感染症
拡大の状況を見極めながら
可能な範囲で、地域の老人
会や公民館祭り等、地域の
様々な活動に参加し、地域
住民とふれあい、交流を深
める。

117 保育体験

幼稚園・保育所(園)において、
中学生や高校生が園児とふれあ
うための保育体験の機会を提供
します。

保育・幼稚園
課

中高生の総合的な学習の時
間や中学生の家庭科授業の
一環としての保育実習、中
学生のサマーボランティ
ア、高校生の職場体験等の
場を提供した。

→
引き続き、中学生、高校生
が園児と触れ合える保育体
験の場を提供する。

中高生の総合的な学習の時
間や中学生の家庭科授業の
一環としての保育実習、中
学生のサマーボランティ
ア、高校生の職場体験等の
場を提供した。

→

新型コロナウイルス感染症
拡大の状況を見極めながら
可能な範囲で、中学生、高
校生が園児と触れ合える保
育体験の場を提供する。

118
総合型地域スポーツクラブ
事業（No.70再掲）

地域住民が会費制で運営する地
域に密着したクラブであり、複
数の種目を用意し、子どもから
高齢者
まで、誰もが気軽に楽しめ、地
域の交流の場や健康づくり、青
少年健全育成の場となることを
目指します。

スポーツ課

119

やいちゃん子育てＡI
チャットボットの活用
（No.22再掲）

子育てに係る行事等の情報を、
やいちゃん子育てＡI チャット
ボットで配信します。

子育て支援課
デジタル戦略

課

120

子育て応援サイト「とまと
ぴあ」や市ホームページに
よる情報提供（No.23再
掲）

子育て応援サイト「とまとぴ
あ」や市の公式ＨＰに、子育て
に関する情報を掲載します。

子育て支援課

121

やいづ子育て「すくすく
ガイド」の発行（No.24
再掲）

親子で楽しめる公園や各種手
当・助成事業など、目的別に
様々な子育て情報を掲載した総
合案内冊子を作成、配付しま
す。

子育て支援課

122 ステップアップ教室

小学校３年生の希望者を対象
に、放課後の空き教室を利用し
て、算数の学習支援を行いま
す。

学校教育課

実施校を９校に拡大し、小
学校３年生の希望者を対象
に、放課後の空き教室を利
用して、算数の学習支援を
行った。

506 ↗

実施校を１１校に拡大し小
学校３年生の希望者を対象
に、放課後の空き教室を利
用して、算数の学習支援を
行う。

788

123 サマーステップアップ教室

小学校６年生と中学校１年生を
対象に、公民館等を会場として
夏休みの宿題や自主学習の学習
支援を行います。

学校教育課
コロナ感染症予防のため
中止

0 ↗

実施会場を増やし、小学校
６年生と中学校１年生を対
象に、公民館等を会場とし
て夏休みの宿題や自主学習
の学習支援を行う。

30

世
代
間
交
流

情
報
提
供
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124
小学校低学年学校生活安定
事業（No.91再掲）

小学校１年生の子どもが円滑に
集団生活へ適応できるよう、小
１サポーターを全クラスに配置
し、支
援します。

学校教育課

125
特別支援教育支援員等の配
置

小・中学校に市が支援員を配置
し、学習活動が円滑にできるよ
うに支援を行います。

学校教育課

市内全小・中学校の在籍児
童生徒数に応じて特別支援
教育支援員を配置した。ま
た、特別支援学級のある学
校を中心として個別支援員
を配置した。個別支援員
は、対象の児童生徒につい
て見直しを行い、より大き
な成果を上げられるような
配置とした。

41655 →

市内全小・中学校の在籍児
童生徒数に応じて特別支援
教育支援員を配置する。ま
た、特別支援学級のある学
校を中心として個別支援員
を配置する。

51020

市内全小・中学校の在籍児
童生徒数に応じて特別支援
教育支援員を配置した。ま
た、特別支援学級のある学
校を中心として個別支援員
を配置した。個別支援員
は、対象の児童生徒につい
て見直しを行い、より大き
な成果を上げられるような
配置とした。

48,746 →

市内全小・中学校の在籍児
童生徒数に応じて特別支援
教育支援員を配置する。ま
た、特別支援学級のある学
校を中心として個別支援員
を配置する。

54,422

126
静岡式35 人学級編制（県
事業）

小学校３年生から中学校３年生
までを対象に、35 人学級編制
を実施します。

学校教育課

静岡式35人学級により、
国の事業と併せて全学年で
少人数の学級で学習するこ
とができるようになり、落
ち着いた学習環境や、きめ
細やかな個に応じた指導が
展開できるようになった。

→

小中学校全学年で、少人数
の学級で学習することがで
きるようになり、落ち着い
た学習環境や、きめ細やか
な個に応じた指導が展開可
能である。

静岡式35人学級により、
国の事業と併せて全学年で
少人数の学級で学習するこ
とができるようになり、落
ち着いた学習環境や、きめ
細やかな個に応じた指導が
展開できるようになった。

→

小中学校全学年で、少人数
の学級で学習することがで
きるようになり、落ち着い
た学習環境や、きめ細やか
な個に応じた指導が展開可
能である。

127
中学校ＡＬＴ（英語指導助
手）の派遣

３人の中学校ＡＬＴが市内中学
校９校を巡回し、英語活動の補
助指導を行います。

学校教育課

中学校において外国人ALT
が英語指導の支援を行い。
生徒の英語力向上につなげ
た。
また、中学校英語話し方能
力大会のための練習指導を
依頼した。

13,891 → 継続 14,019

外国人ALT３人が市内中学
校９校を巡回し、英語指導
の支援を行った。
また、中学校英語話し方能
力大会が中止となったため
練習指導は依頼しなかっ
た。

14,019 →

外国人ALT３人が市内中学
校９校を巡回し、英語指導
の支援を行う。
また、中学校英語話し方能
力大会のための練習指導を
依頼する。

14,019

128
小学校ＡＬＴ（英語指導助
手）の派遣

10 人の小学校ＡＬＴが市内小
学校13 校を巡回し英語活動の
補助指導を行います。

学校教育課

10名の小学校ALTを市内
小学校に派遣し、学級担任
とのTTにより、小学校外
国語活動の充実と新学習指
導要領への対応を図った。
各校３，４年１学級につき
35時間、５，６年生１学
級につき7０時間の支援を
行った。

30253 →

1３名の小学校ALTを市内
小学校に派遣し、学級担任
とのTTにより、小学校外
国語活動の充実を図る。
各校３，４年１学級につき
35時間、５，６年生１学
級につき7０時間の支援を
行う。

45,362

1３名の小学校ALTを市内
小学校に派遣し、学級担任
や英語専科とのTTによ
り、小学校外国語活動の充
実を図った。
各校３，４年１学級につき
35時間、５，６年生１学
級につき7０時間の全授業
の支援を行った。

45,363 →

1３名の小学校ALTを市内
小学校に派遣し、学級担任
や英語専科とのTTによ
り、小学校外国語活動の充
実を図った。
各校３，４年１学級につき
35時間、５，６年生１学
級につき7０時間の全授業
の支援を行う。

40,690

相

談
・
支
援
体
制

129
心の教室相談員の配置
（No.44再掲）

児童・生徒の精神的安定を図る
ため、心の教室相談員を市内全
小・中学校に配置します。
相談員の情報交換等のため、研
修会を年３回実施します。

学校教育課
家庭・子ども

支援課

130

スクールカウンセラー活用
事業(県事業)（No.42再
掲）

市内全小・中学校に配置された
スクールカウンセラーが、相談
活動にあたります。

家庭・子ども
支援課

131
カウンセラーの派遣
（No.43再掲）

不登校児童・生徒、保護者のカ
ウンセリングや、犯罪・いじめ
等にあった児童・生徒の精神的
ケアを行うため、市のカウンセ
ラーを各小中学校に派遣しま
す。
必要に応じて、家庭訪問も実施
します。

家庭・子ども
支援課

学
習

・
集
団
生
活
支
援
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132
チャレンジスクール（適応
指導教室）（No.41再掲）

不登校児童・生徒のための教室
を開き、自立を促すための助
言・指導を行うとともに、学校
へ復帰できることを目指しま
す。

家庭・子ども
支援課

133 教育相談（No.45再掲）

各学校で、教育相談の期日や期
間を決め、子どもの心の発達や
学習面での相談等、保護者の要
望に応じて実施します。

学校教育課

134
要保護児童対策地域協議会
学齢児部会（No.49再掲）

被虐待児童・生徒、発達障害、
問題行動、不登校児童・生徒へ
の具体的支援策を協議します。
関係機関（児童相談所、市立病
院、焼津警察署、青少年教育相
談センター、適応指導教室指導
員、巡回相談員等）からなる小
委員会を年１０回開催します。
教職員を対象とした講演会、研
修会を年１回実施します。

家庭・子ども
支援課

135

生徒指導対策委員会／
いじめ対策委員会（各学
校）

校長、学年主任、生徒指導主事
（主任）、養護教諭、スクール
カウンセラー等からなる生徒指
導全般にわたる委員会であり、
不登校やいじめ、その他の問題
行動の未然防止や対応、児童・
生徒の健全な育成に向けての協
議を行います。

家庭・子ども
支援課

全小中学校において、定期
的に開催し、問題行動関係
児童生徒や不登校児童生徒
の状況や指導に関わる情報
交換、支援の課題などにつ
いて協議した。また、必要
に応じて随時、ケース会議
等で協議を行った。

→

全小中学校において、定期
的に開催し、問題行動関係
児童生徒や不登校児童生徒
の状況や指導に関わる情報
交換、支援の課題などにつ
いて協議する。また、必要
に応じて随時、ケース会議
等で協議を行う。

全小中学校において、定期
的に開催し、問題行動関係
児童生徒や不登校児童生徒
の状況や指導に関わる情報
交換、支援の課題などにつ
いて協議した。また、必要
に応じて随時、ケース会議
等で協議を行った。

→

全小中学校において、定期
的に開催し、問題行動関係
児童生徒や不登校児童生徒
の状況や指導に関わる情報
交換、支援の課題などにつ
いて協議する。また、必要
に応じて随時、ケース会議
等で協議を行う。

136 教師力強化事業
経験年数の少ない若手講師や、
教職経験２、３年目の教員の授
業力向上を図ります。

学校教育課

経験年数の少ない若手講師
には年間５～７回、教職経
験２、３年目の教員には年
間３回授業を参観し、支援
を行った。
また、若手講師には「授業
力向上研修」として、２回
集合研修を行った。

→

若手講師年間５～７回、教
職経験２、３年目の教員に
は年間３回授業支援訪問を
行い、授業力向上を図る。
若手講師には、年間２回の
集合研修「授業力向上研
修」を行い、授業力向上を
図る。
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137 研究指定校
学習指導法の改善についての研
究や発表等を通して、本市の教
育力の向上を目指します。

学校教育課

学習指導法の改善について
の研究や発表等を通して、
焼津市の教育力の向上を目
指した。令和元年度は大富
中学校が研究発表会を行っ
た。

150 →

学習指導法の改善について
の研究や発表等を通して、
焼津市の教育力の向上を目
指した。令和2年度は港小
学校が研究発表会を行う計
画である。

150

学習指導法の改善について
の研究や発表等を通して、
焼津市の教育力の向上を目
指した。令和２年度は港小
学校が研究発表会を行っ
た。

150 →

学習指導法の改善について
の研究や発表等を通して、
焼津市の教育力の向上を目
指す。令和３年度は焼津中
学校が研究発表会を行う計
画である。

150

138
研修主任研修会（No.86再
掲）

研修主任の役割について学ぶこ
とで、校内研修推進や授業改善
への意識を高め、研修主任とし
ての資質向上を図ります。

学校教育課

139

市教委学校訪問
( 保育・幼稚園課訪問)
（No.83再掲）

幼稚園、学校教育体制の確立と
振興、充実を図るための指導及
び助言を行います。

学校教育課
保育・幼稚園

課

140
初任者研修会（県事業）
（No.84再掲)

初任者教員の質の向上を図りま
す。

学校教育課
保育・幼稚園

課

141
10 年研修会（県事業）
（No.85再掲）

教職10 年経験者の質の向上を
図ります。

学校教育課
保育・幼稚園

課

142

地域の人々に学ぶ会
(学校によって名称は異な
る)

地域の教育力を学校に導入し、
児童・生徒の多面的理解を図っ
ていきます。

学校教育課

各学校で企画した学習会に
地域の人材を多く招いて文
化面などの学習をしてき
た。学習の充実につながる
とともに、地域にも学校を
理解していただく機会とも
なった。

→ 継続

コロナ禍により、学校に外
部の人を入れることが難し
く、各学校で企画した学習
会等を中止したり縮小した
りした。

↘

各学校で企画した学習会に
地域の人材を招いて文化面
などの学習をする。学習の
充実につながるとともに、
地域にも学校を理解してい
ただく機会とする。

143
ゲストティーチャー等外部
人材の活用

地域の様々な技能を持った方々
を学校に招き、児童・生徒の学
ぶ機会を広げます。

学校教育課

クラブ活動や習字指導、マ
ナー講座、読み聞かせ会、
合唱指導など、多岐にわ
たって外部人材を招き、専
門性を生かした指導を受け
た。

636 → 継続 990

コロナ禍により、学校に外
部の人を入れることが難し
く、クラブ活動や学習指導
等において外部人材から専
門性を生かした指導を受け
ることを縮小せざるを得な
かった。

487 ↘

クラブ活動や習字指導、マ
ナー講座、読み聞かせ会、
合唱指導など、多岐にわ
たって外部人材を招き、専
門性を生かした指導を受け
る。

400

144 学校公開（各学校）

各学校において、授業や行事を
保護者や地域の方に公開しま
す。学校の教育活動を理解いた
だくとともに、地域の方からの
意見を参考にして、今後の教育
活動に生かします。

学校教育課

各学校において、授業や行
事を保護者や地域の方に公
開し、学校の教育活動を理
解していただいた。また、
地域の方からの意見を参考
にして、今後の教育活動に
活かすことができた。

→ 継続

コロナ禍により、学校に外
部の人を入れることが難し
く、授業や行事を保護者や
地域の方に公開する機会は
縮小せざるを得なかった
が、各学校の工夫により、
子どもたちの活動を見てい
ただく機会を設けた。

↘

各学校において、授業や行
事を保護者や地域の方に公
開し、学校の教育活動を理
解していただく。また、地
域の方からの意見を参考に
して、今後の教育活動に活
かすことができた。

145 学校体育館開放

スポーツ少年団等の子どもに対
しては午後７時まで、成人向け
には、社会体育活動として午後
7時から９時まで開放します。

スポーツ課

小学校13校19施設、中学
校9校19施設について夜間
開放を行い、132,689人
の利用があった。

7322 →

地域スポーツ活動の拠点と
して、円滑に管理運営がで
きるように引き続き実施し
ていく。

7134

小学校13校19施設、中学
校9校19施設について夜間
開放を行い、57,894人の
利用があった。

6,361 →

地域スポーツ活動の拠点と
して、円滑に管理運営がで
きるように引き続き実施し
ていく。

7,182

146 学校保健委員会（各学校）

各学校において、薬学講座、薬
物禁止教育、食生活改善講座等
を児童・生徒の実態に合わせて
実施します。テーマ等は各校で
決定します。

学校教育課

各学校において、薬学講
座、薬物禁止教育、食生活
改善講座等を児童生徒の実
態に合わせてテーマを決め
て実施した。

→

各学校において、薬学講
座、薬物禁止教育、食生活
改善講座等を児童生徒の実
態に合わせたテーマを決め
て実施する。

各学校において、薬学講
座、薬物禁止教育、食生活
改善講座等を児童生徒の実
態に合わせてテーマを決め
て実施した。

→

各学校において、薬学講
座、薬物禁止教育、食生活
改善講座等を児童生徒の実
態に合わせたテーマを決め
て実施する。

147
学校健康教育授業（各学
校）

体育の授業や学級活動等で、健
康について指導します。

学校教育課
保健体育の授業、学級活動
等で学年の実態に合った指
導を行った。

→

学習指導要領に基づき、保
健体育の授業、学級活動等
で学年の実態に合った指導
を行う。

保健体育の授業、学級活動
等で学年の実態に合った指
導を行った。

→

学習指導要領に基づき、保
健体育の授業、学級活動等
で学年の実態に合った指導
を行う。

148 薬学講座（各学校）

市内全小・中学校（小学校５・
６年生、中学校全学年）におい
て、各校の担当薬剤師や焼津警
察署等専門的な立場の方を招い
て講座を開催します。

学校教育課

市内全小・中学校におい
て、児童生徒の実態に基づ
き、小学校５、６年生、中
学校全学年を対象に、各校
担当薬剤師や焼津警察署等
専門的な立場の方を招い
て、講座を実施した。

→

市内全小・中学校におい
て、児童生徒の実態や年間
計画に基づき、小学校５、
６年生、中学校全学年を対
象に、各校担当薬剤師や焼
津警察署等専門的な立場の
方を招いて、講座を実施す
る。

市内全小・中学校におい
て、児童生徒の実態に基づ
き、小学校５、６年生、中
学校全学年を対象に、各校
担当薬剤師や焼津警察署等
専門的な立場の方を招い
て、講座を実施した。

→

市内全小・中学校におい
て、児童生徒の実態に基づ
き、小学校５、６年生、中
学校全学年を対象に、各校
担当薬剤師や焼津警察署等
専門的な立場の方を招い
て、講座を実施した。

教
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149 性教育（各学校）
保健体育の授業、学級活動等で
学年の実態に合った指導を行い
ます。

学校教育課
保健体育の授業、学級活動
等で学年の実態に合った指
導を行った。

→

学習指導要領に基づき、保
健体育や家庭科、学級活動
等で学年の実態に合った指
導を行う。

保健体育の授業、学級活動
等で学年の実態に合った指
導を行った。

→

学習指導要領に基づき、保
健体育や家庭科、学級活動
等で学年の実態に合った指
導を行う。

150 禁煙教育（各学校）
保健指導の一環として、たばこ
の害について学習します。

学校教育課

保健指導の一環として禁煙
教育を行った。
特に小学校６年生全員に、
県立静岡がんセンターより
「たばこの害」についての
資料が配布され、禁煙教育
を推進した。

→

保健指導の一環として禁煙
教育を行う。
特に小学校６年生全員に、
県立静岡がんセンターより
「たばこの害」についての
資料が配布され、禁煙教育
を推進する。

保健指導の一環として禁煙
教育を行った。
特に小学校６年生全員に、
県立静岡がんセンターより
「たばこの害」についての
資料が配布され、禁煙教育
を推進した。

↘

保健指導の一環として禁煙
教育を行う。
特に小学校６年生全員に、
県立静岡がんセンターより
「たばこの害」についての
資料が配布され、禁煙教育
を推進する。

151
ＰＴＡ教育講演会（各学
校）

子育てや教育等に関して、保護
者への啓発を図るために各学校
で実施します。

学校教育課
子育てや教育等に関して、
保護者への啓発を図るため
に各学校で実施した。

→ 継続

コロナ禍に配慮し、開催方
法を工夫した。縮小して
行った学校や、中止した学
校もある。

↘
子育てや教育等に関して、
保護者への啓発を図るため
に各学校で実施する。

152 焼津市親の会
不登校児童・生徒の保護者のた
めの研修交流会を実施します。

家庭・子ども
支援課

年間10回開催した。各
小・中学校に、保護者に対
して本会についての紹介を
依頼し、不登校（傾向）児
童生徒をもつ保護者が市の
カウンセラーの進行で、話
し合いやカウンセリングを
行った。

→

年間10回開催を予定。各
小・中学校に、保護者に対
して本会についての紹介を
依頼し、不登校（傾向）児
童生徒をもつ保護者が市の
カウンセラーの進行で、話
し合いやカウンセリングを
行う。

年間10回開催した。各
小・中学校に、保護者に対
して本会についての紹介を
依頼し、不登校（傾向）児
童生徒をもつ保護者が市の
カウンセラーの進行で、話
し合いやカウンセリングを
行った。

→

年間10回開催を予定。各
小・中学校に、保護者に対
して本会についての紹介を
依頼し、不登校（傾向）児
童生徒をもつ保護者が市の
カウンセラーの進行で、話
し合いやカウンセリングを
行う。

153
就学時検診時　子育て講演
会

小学校に入学する子どもの保護
者を対象に、子育てに関する講
演会を実施します。

スマイルライ
フ推進課

就学児検診時に市内全小学
校（１３校）で子育て講演
会を実施。

27 →
就学児検診時に市内全小学
校（13校）で子育て講演
会を実施。

50

就学児検診時に市内小学校
（６校）で子育て講演会を
実施。コロナ禍で開催中止
が7校あった。

0 ↘

コロナ禍のため、各小学校
と相談しながら、開催可能
であれば子育て講演会を開
催する。

30

154 家庭教育学級

小学生以下の子どもの保護者を
対象に、子育てについてお互い
に学習する勉強会を開催しま
す。また、学級の統廃合や新規
開設も促しながら、参加しやす
い学級を開設します。

スマイルライ
フ推進課

幼稚園家庭教育学級13学
級、小学校家庭教育学級4
学級、計17学級725人
学習会開催回数計141回

3,995 →

幼稚園、小・中学校の子ど
もを持つ保護者や子育てに
関わっている人等を対象と
し、子育てや保護者として
の在り方を学習する場とし
て、家庭教育学級を16学
級開講する。

4,503

幼稚園家庭教育学級12学
級、小学校家庭教育学級1
学級、計16学級319人
学習会開催回数計59回

2,995 →

幼稚園、小・中学校の子ど
もを持つ保護者や子育てに
関わっている人等を対象と
し、子育てや保護者として
の在り方を学習する場とし
て、家庭教育学級を13学
級開講する。

4,339

155
父親のための家庭教育出前
講座

父親を対象に、家庭教育につい
ての講座を開催します。父子で
の料理教室等を行い、父親の子
育て参加・家事参加への啓発を
行います。

スマイルライ
フ推進課

焼津の和菓子屋「角屋」を
講師に迎え、みそまんじゅ
う作りを父子で行う講座を
開催。

10 →
父子のふれあいができる講
座を開催

20

焼津赤十字奉仕団を講師に
迎え、父親と一緒に防災食
を学ぶ講座を開催。

0 ↗
父子のふれあいができる講
座を開催

8

156
家庭教育ネットワーカーの
派遣（No.26再掲）

子育てグループの自主的運営を
補助するとともに、グループ間
の交流事業を企画し、グループ
相互のネットワーク化を図りま
す。
また、家庭の教育力向上のため
の講演会、講座等の企画、運営
を行い、多方面からの家庭教育
力充実
支援を行います。

スマイルライ
フ推進課

家
庭

や
地
域
の
教
育
力
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157 生徒指導・補導活動
児童・生徒の自己実現を図って
いくために日常の中で、支援、
援助活動を行います。

家庭・子ども
支援課

各小・中学校と連絡をとり
ながら、関係機関と連携し
て不登校や問題行動、被虐
待等の児童生徒、及び保護
者への対応を早期に行っ
た。
補導活動は社会教育課の計
画に沿って、各学校でも協
力した。

→

各小・中学校と連絡をとり
ながら、関係機関と連携し
て不登校や問題行動、被虐
待等の児童生徒、及び保護
者への対応を早期に行う。
補導活動は社会教育課の計
画に沿って、各学校でも協
力する。

各小・中学校と連絡をとり
ながら、関係機関と連携し
て不登校や問題行動、被虐
待等の児童生徒、及び保護
者への対応を早期に行っ
た。
補導活動は計画に沿って、
各学校でも協力した。

→

各小・中学校と連絡をとり
ながら、関係機関と連携し
て不登校や問題行動、被虐
待等の児童生徒、及び保護
者への対応を早期に行う。
補導活動は計画に沿って、
各学校でも協力する。

158
青少年教育相談センター補
導活動

市内10 地区140 人の補導員
が、補導活動を実施します。

家庭・子ども
支援課

市内10地区140人の補導
員が、補導活動を実施し
た。
・補導活動実施数…31３
回
・延べ参加者数…1,251人

2,620 →
市内10地区140人の補導
員が、補導活動を実施す
る。

3,178

市内10地区140人の補導
員が、補導活動を実施し
た。
・補導活動実施数…302回
・延べ参加者数…1,160人

2,353 →
市内10地区140人の補導
員が、補導活動を実施す
る。

3,137

159
青少年教育相談センター環
境浄化

遊技場巡視、有害図書・ビデオ
等健全育成化指導を実施しま
す。

家庭・子ども
支援課

青少年を取り巻く社会環境
の実態調査（10月～12
月）時に、遊技場巡視、有
害図書・ビデオ等健全育成
化指導を実施した。

188 →

青少年を取り巻く社会環境
の実態調査（10月～12
月）時に、遊技場巡視、有
害図書・ビデオ等健全育成
化指導を実施する。
※予算188千円固定

188

青少年を取り巻く社会環境
の実態調査（10月～12
月）時に、遊技場巡視、有
害図書・ビデオ等健全育成
化指導を実施した。

250 →

青少年を取り巻く社会環境
の実態調査（10月～12
月）時に、遊技場巡視、有
害図書・ビデオ等健全育成
化指導を実施する。

183

160 ターントクルこども館事業

こども図書館とおもちゃ美術館
をメインとしたターントクルこ
ども館を運営します。(令和３年
開館予定)集い、遊び、学べる複
合施設として、子どもを中心と
して保護者や幅広い世代の
人々、子育て支援団体などが交
流する、子育ての支援拠点を目
指します。

子育て支援課

「ターントクルこども館整
備基本構想」に基づき、建
物の建設工事を施工すると
ともに、「施設管理運営計
画」に基づき、開館準備等
業務などを行った。

488,470 ↗

「ターントクルこども館整
備基本構想」及び「施設管
理運営計画」に基づき、建
設工事及び開館準備業務を
行い、７月よりターントク
ルこども館を運営する。

333,534

161 児童センター事業

ターントクルこども館とまとぴ
あにおいて、子どもの健全な遊
び場を提供するとともに、各種
体験講座を通じて、子どもの健
全育成、健康増進を図ります。

子育て支援課

大井川児童センターとまと
ぴあを運営
開設日数：275日
利用者数：11,076人

10,562 →
大井川児童センターとまと
ぴあを運営

11,763

大井川児童センターとまと
ぴあを運営
開設日数：250人
のべ利用者数：5,989人

11,278 →
継続して、大井川児童セン
ターとまとぴあを運営

11,037

162 チビッコ広場維持管理事業

チビッコ広場の管理を地元自治
会に委託し、地域児童の遊び場
等に利用し、児童福祉の向上を
図ります｡

子育て支援課

チビッコ広場の維持・管
理・整備を実施。
広場数：32広場
飯淵チビッコ広場築造工事
の実施設計を行った。

12,813 ↗

チビッコ広場の維持・管理
を実施。
広場数：32広場
飯淵チビッコ広場築造工事
を行う。

35,321

チビッコ広場の維持・管理
を実施。
広場数：32広場
飯淵チビッコ広場築造工事
を行った。

33,940 ↗
チビッコ広場の維持・管理
を実施。
広場数：32広場

10,734

163 スポーツ少年団
スポーツによる青少年健全育成
を目的とし、市内59団体が組織
的に活動を行います。

スポーツ課

6月21日　スポーツ少年団
母集団研修会
8月18日　焼津市土岐市交
流大会
11月23日　スポーツ少年
団交流大会
12月8日　スポーツ少年団
体力テスト
１月25日　スポーツ少年
団合同体験会

341 →

スポーツ少年団育成事業を
実施する焼津市スポーツ少
年団を支援するため、補助
金を交付する。

342

母集団研修会・焼津市土岐
市交流大会・スポーツ少年
団交流大会・スポーツ少年
団体力テスト・スポーツ少
年団合同体験会を計画した
が新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から中止
した。

342 →

スポーツ少年団育成事業を
実施する焼津市スポーツ少
年団を支援するため、補助
金を交付する。

315

164 環境基本計画推進事業
夏休み親子水生生物教室を実施
します。

環境課

朝比奈川親子水生生物教
室：令和元年8月11日開催
（参加者３８名）
親子社会見学：令和元年8
月２日開催（参加者６名）

193 →

朝比奈川親子水生生物教
室：令和2年8月開催予定
親子社会見学：令和2年8
月開催予定　（コロナウイ
ルス感染症等の感染予防の
為、全て中止とした）

199
コロナウイルス感染症等の
感染予防のため中止

0 ー
夏休み親子水生生物教室：
令和３年８月７日開催予定

160
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165
焼津市教育研究会生徒指導
主事・主任研修会

問題行動、不登校、いじめ等へ
の対応や問題行動等を予防する
ための具体的な手だてを協議し
ます。

家庭・子ども
支援課

「焼津市教育研究会　生徒
指導部研修会」等におい
て、児童生徒への指導方針
の確認および、問題行動・
不登校・いじめへの対応と
諸機関との連携について、
小・中学校全体で年間３回
程度、必要に応じて小学
校、中学校部会を開き協議
した。

→

「焼津市教育研究会　生徒
指導部研修会」等におい
て、児童生徒への指導方針
の確認および、問題行動・
不登校・いじめへの対応と
諸機関との連携について、
小・中学校全体で年間３回
程度、必要に応じて小学
校、中学校部会を開き協議
する。

「焼津市教育研究会　生徒
指導部研修会」等におい
て、児童生徒への指導方針
の確認および、問題行動・
不登校・いじめへの対応と
諸機関との連携について、
小・中学校全体で年間３回
程度、必要に応じて小学
校、中学校部会を開き協議
した。

→

「焼津市教育研究会　生徒
指導部研修会」等におい
て、児童生徒への指導方針
の確認および、問題行動・
不登校・いじめへの対応と
諸機関との連携について、
小・中学校全体で年間３回
程度、必要に応じて小学
校、中学校部会を開き協議
する。

166 放課後子ども教室

地域の様々な方々の参画を得
て、子どもたちと共に学習やス
ポーツ・文化活動、地域住民と
の交流活動等の取り組みを実施
します。

家庭・子ども
支援課

・大富ふれあい広場　週５
日開催
・わんぱく寺子屋　月１回
程度開催
・わくわくチャレンジ南小
キッズ　週１回程度開催
・わくわくチャレンジまし
づっこ　3回開催
・子ども体験交流会（和田
地区）お化け屋敷
・子ども体験交流会（小川
地区）やきいも作り
・子ども体験交流会（大井
川地区）きのいいひつじ

961 ↗

・わんぱく寺子屋　月１回
程度開催
・わくわくチャレンジ南小
キッズ　週１回程度開催
・わくわくチャレンジまし
づっこ　3回開催
・子ども体験交流会（和田
地区）お化け屋敷
・子ども体験交流会（小川
地区）やきいも作り
・子ども体験交流会(豊田地
区）耐寒ハイク
・子ども体験交流会（大井
川地区）きのいいひつじ
・子ども体験交流会（大富
地区）

1,136

・わんぱく寺子屋　月１回
程度開催
・わくわくチャレンジ南小
キッズ　週１回程度開催
・わくわくチャレンジまし
づっこ　５回開催
・子ども体験交流会（和田
地区）お化け屋敷
・子ども体験交流会（小川
地区）やきいも作り…中止
・子ども体験交流会（豊田
地区）耐寒ハイク
・子ども体験交流会（大井
川地区）きのいいひつじ
・子ども体験交流会（大富
地区）…中止

230 ↘

・わんぱく寺子屋　月１回
程度開催
・わくわくチャレンジ南小
キッズ　週１回程度開催
・わくわくチャレンジまし
づっこ　５回開催
・子ども体験交流会（和田
地区）
・子ども体験交流会（小川
地区）
・子ども体験交流会（豊田
地区）
・子ども体験交流会（大井
川地区）

408

167
青少年教育相談センター広
報啓発活動

相談センターだよりの発行、街
頭キャンペーン、広報誌等によ
る広報啓発活動を実施します。

家庭・子ども
支援課

相談センターだより夏号の
発行、懸垂幕の掲揚、啓発
用ティッシュの配布等によ
る広報啓発活動を実施し
た。

8 →
相談センターだよりの発
行、懸垂幕の掲揚等による
広報啓発活動を実施する。

8

相談センターだよりの発
行、懸垂幕の掲揚、啓発用
ティッシュの配布等による
広報啓発活動を実施した。

0 →
相談センターだよりの発
行、懸垂幕の掲揚等による
広報啓発活動を実施する。

9

168
青少年ボランティア人材バ
ンク

青少年のボランティア活動の推
進と定着を図るため、市内に在
住・通学している中学生・高校
生を対象としたボランティア人
材バンクを運営します。

スマイルライ
フ推進課

人材バンク登録者に対しボ
ランティアに関する情報を
提供するなどの活動を実施
した。
登録者数　332名
受入団体数　32団体

2,355 →

人材バンク登録者に対しボ
ランティアに関する情報を
提供するなどの活動を実施
する。
目標登録者数　500名　目
標受入団体数　25団体

3,082

人材バンク登録者に対しボ
ランティアに関する情報を
提供するなどの活動を実施
した。
登録者数　303名
受入団体数　12団体
※コロナ禍により、事業中
止が多数。参加者減少。

2,811 →

※コロナ禍の中、状況を見
て参加判断する。
人材バンク登録者に対し、
ボランティアに関する情報
を提供するなどの活動を実
施する。
目標登録者数　400名　目
標受入団体数　25団体

3,083
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169 海の子・山の子交流教室

それぞれの郷土の愛着心や相互
理解を深めることを目的とし
て、川根本町と焼津市の小学生
を対象とした交流体験事業を実
施します。

スマイルライ
フ推進課

<山の体験>
日程：5月18日～19日
（1泊2日）
場所：川根本町内
参加者：市内及び川根本町
の小学5、6年生　25名
内容：トロッコ電車乗車、
ハイキング等
<海の体験>
日程：8月22日～23日
（1泊2日）
場所：焼津市内（青少年の
家宿泊）
参加者：市内及び川根本町
の小学4、5、6年生　３９
名
内容：焼津漁港見学、カ
ヌー体験他
<山の体験>
日程：10月26日～27日
（1泊2日）
場所：川根本町内
参加者：市内及び川根本町
の小学4、5、6年生　3６
名
内容：トロッコ電車乗車、
ハイキング等

373 →

新型コロナウイルス感染予
防の観点から中止とした。
以下、当初の計画
<海の体験>
日程：8月20日～21日
（1泊2日）
場所：焼津市内（青少年の
家宿泊）
参加者：市内及び川根本町
の小学4、5、6年生　40
名
内容：焼津漁港見学、カ
ヌー体験他
<山の体験>
日程：10月24日～25日
（1泊2日）
場所：川根本町内
参加者：市内及び川根本町
の小学4、5、6年生　40
名
内容：トロッコ電車乗車、
ハイキング等

444

新型コロナウイルス感染予
防の観点から、宿泊やバス
乗車など三密をさけるた
め、事業開催を「中止」と
した。

0 →

※コロナ禍の中、対策を取
り開催する。
以下、当初の計画
<海の体験>
日程：8月18日（水）終日
場所：焼津市内
参加者：市内及び川根本町
の小学4、5、6年生　20
名
内容：焼津漁港見学、プラ
ネタリウム観覧等

<山の体験>
日程：10月23日（土）終
日
場所：川根本町内
参加者：市内及び川根本町
の小学4、5、6年生　20
名
内容：トロッコ電車乗車、
ハイキング等

429

170 子ども体験活動教室
心豊かな子どもを育てることを
目的とし、公民館で、多彩な体
験活動を実施します。

スマイルライ
フ推進課

各公民館において子どもや
親子を対象とした講座を実
施した。(あそびなんでも探
偵団（小川公民館）ジュニ
ア合唱団・吹奏楽団（大井
川公民館）等

1051 →
各公民館において子どもや
親子を対象とした講座を実
施する。

1,767

各公民館において子どもや
親子を対象とした講座を実
施した。(あそびなんでも探
偵団（小川公民館）ジュニ
ア合唱団・吹奏楽団（大井
川公民館）等
新型コロナウィルスの影響
で大井川ジュニア合唱団の
定期演奏会等を中止した。

750 →
各公民館において子どもや
親子を対象とした講座を実
施する。

2,020

171 やいづ少年の船

乗船体験を通して友情と協調性
を養うとともに、水産都市焼津
への興味と理解を深めることを
目的とし、市内中学生を対象
に、２泊３日の海上体験研修を
実施します。

スマイルライ
フ推進課

日程：7月24日～26日
（２泊３日）
目的地：伊豆大島
参加者：市内の中学2、3
年生　35名
研修内容：ロープワーク、
釣り体験、三原山見学等

1,175 →

新型コロナウイルス感染予
防の観点から中止とした。
以下、当初の計画
日程：7月29日～31日
（２泊３日）
目的地：伊豆大島
参加者：市内の中学2、3
年生　36名
研修内容：ロープワーク、
釣り体験、三原山見学等

1,439

新型コロナウイルス感染予
防の観点から、夏季休暇短
縮及び学校授業を開催した
ため、事業開催を「中止」
とした。

6 →

※コロナ禍の中、宿泊をさ
けて対策を取り開催する。
以下、当初の計画
日程：7月28日（水）終日
目的地：石花海（せのう
み）
参加者：市内の中学2、3
年生　18名
研修内容：操舵体験、船内
見学、釣り体験等

1,211

172 地域における通学合宿

地域の宿泊可能な施設を拠点
に、年齢の異なる子どもたちが
共同生活しながら登下校しま
す。(実施主体は地域の実行委員
会)

スマイルライ
フ推進課

大井川東小1、大井川西小
4、大井川南小1、港小1、
和田小1、学区で実施し
た。地域コミより補助金
（市民会議）

0 →
大井川東小1、大井川西小
4、大井川南小1、和田小
1、学区で開催。

0

新型コロナウイルス感染予
防の観点から、宿泊など三
密をさけるため、事業開催
を「中止」とした。各地域
コミへ協力、市民会議支援
事業）

0 →

※新型コロナウイルス感染
症の拡大に伴い、開催か中
止か、状況を見て検討。
（大井川東小1、大井川西
小4、大井川南小1、和田
小1、学校区で予定）
各地域コミへ協力、市民会
議支援事業

0
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173 子ども会活動への支援

青少年の健全な育成を図るた
め、子ども会及び児童文化の発
展のための事業を実施している
焼津市子ども会連合会に対し
て、補助金の交付等の活動支援
を行います。

家庭・子ども
支援課

（社会教育課）焼津市子ど
も会健全育成事業補助金交
付確定　380千円

380 →
（社会教育課）焼津市子ど
も会健全育成事業補助金交
付決定　380千円

380
コロナウイルス感染拡大防
止のため実施無し。

0 ↘
焼津市子ども会健全育成事
業補助金交付決定　380千
円

380

174 伝統文化子ども教室
郷土の歴史文化を知り、直接体
感することによって、豊かな郷
土愛を育みます。

文化振興課

伝統文化子ども教室（竹の
おもちゃ、七夕、水鉄砲、
石器時代体験、勾玉製作、
門松作り等の教室）を計6
回実施、参加者202人。県
指定文化財の焼津神社獅子
木遣りの公開事業は64人
が参加

1300 →

伝統文化子ども教室（竹の
おもちゃ、七夕、水鉄砲、
石器時代体験、勾玉製作、
門松作り等の教室）を計6
回実施予定。県指定文化財
の焼津神社獅子木遣りの公
開事業１回を実施予定。

1427

伝統文化子ども教室（水鉄
砲、石器時代体験、勾玉製
作、門松作り等の教室）を
計５回実施、参加者130
人。県指定文化財の焼津神
社獅子木遣りの公開事業は
コロナのため中止

1,229 →

伝統文化子ども教室（七
夕、水鉄砲、石器時代体
験、勾玉製作、門松作り等
の教室）を計６回実施予
定。県指定文化財の焼津神
社獅子木遣りの公開事業１
回を実施予定。

1,088

175
こどもまつり、こどものつ
どい

親子や家族で豊かな情操を育て
る人形劇などの催し物を楽しむ
とともに、読書への興味を育む
ために実施します。

図書課

計画どおり実施。参加者延
530人［開催状況］こども
のつどい［２月22日］
（参加者320人）こどもま
つり［10月26日］（参加
者42人）おはなしフェス
タ等（全12回　参加者延
168人）

217 →

新型コロナウイルス感染症
感染予防のため、本年度は
「こどものつどい」を中止
し、感染症予防対策を講じ
て新たな事業の実施を検討
中。

196
コロナウイルス感染拡大防
止のため、中止。

0 ー

実施せず、これまで行って
きたような子どもを対象と
したイベントの開催数を増
やしていく。

0

176 子ども読書推進

幼少年期に本と出会い、本の楽
しさを知ってもらうため、様々
な方法により機会を創出しま
す。具体的には、幼児、低学年
児童を対象とした絵本や紙芝居
の読み聞かせ、小学生以上の児
童を対象とした昔話のストー
リーテリング、及び、空想力や
想像力を養うため映画の上映を
行います。

図書課

計画どおりに実施(但し、新
型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、3月は中止
した)。参加者延2,706人
［開催状況］
おはなし会各種(全164
回、参加者2,587人)
映画会(全５回、参加者
119人)

80 →

幼少年期に本と出会い、本
の楽しさを知ってもらうた
め、毎週土曜日に幼児、低
学年児童を対象とした絵本
や紙芝居の読み聞かせを実
施する。また、空想力や想
像力を養うため年５回、映
画を上映する。

80

新型コロナウイルス感染症
感染対策として、定員を制
限した上で計画通りに実施
(但し、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、5月
まで中止した)。参加者延べ
1,723人
［開催状況］
おはなし会各種(全142
回、参加者1,988人)
映画会(全4回、参加者35
人)

80 →

幼少年期に本と出会い、本
の楽しさを知ってもらうた
め、乳児、幼児、低学年児
童を対象とした絵本や紙芝
居の読み聞かせを実施す
る。また、空想力や想像力
を養うため年４回、映画を
上映する。

70

177 科学絵本講座

小学生向けに、遊びを通して科
学に興味を持ってもらい、あわ
せて科学の本に親しむ機会とす
るため、講座を開催します。

図書課 No178に含む

178 読書推進

本と親しみ、読書習慣を身に付
けるよう成長段階にあった本の
紹介、また、「調べ学習」等へ
の援助・助言を行います。

図書課

計画どおり実施。
こどもむけ講座(全12回、
参加者延175人）、読み聞
かせ講座（9回、参加者
211人）

36 ↗

読書習慣を身に着けるため
の各種講座を継続して実
施。また、「調べ学習」へ
の助言や「体験学習」への
協力も継続して実施。

52

計画どおり実施。
こどもむけ講座(全6回、参
加者73人）
出前講座（全３回、参加者
38人）

20 →

読書習慣を身に着けるため
の各種講座を継続して実
施。また、「調べ学習」へ
の助言や「体験学習」への
協力も継続して実施。

52

179 ブックスタート事業

未来を担う子どもたちの豊かな
心づくりを推進するため、乳児
と保護者に絵本を手渡し、絵本
を開く楽しい体験とともに心ふ
れあうひとときを持つきっかけ
をつくりま
す。

図書課

計画どおり実施。
健康づくり推進課主催の６
～７か月児相談に図書館職
員が赴き、絵本やパンフ
レットを配布するととも
に、一緒に絵本を読む事の
重要性を説明している。参
加者937人。

724 →

絵本を通じて親子のふれあ
いづくりのきっかけとする
事業を継続して実施。対象
者約1,000人。

724

計画どおり実施（但し、新
型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、焼津は５
月・大井川は４月を中止し
た）。
健康づくり推進課主催の６
～７か月児相談に図書館職
員が赴き、絵本やパンフ
レットを配布した。参加者
828人。

505 →

絵本を通じて親子のふれあ
いづくりのきっかけとする
事業を継続して実施。対象
者約1,000人。

606

180 ディスカバリーパーク焼津

天文科学館と温水プール（水夢
館）を核とする複合施設であ
り、「宇宙」・「海」・「自
然」の3 つのテーマを通して、
「不思議・好奇心・発見」に出
会うきっかけづくりをします。

ディスカバ
リーパーク焼

津

【天文科学館】
令和元年度有料入場者数
130,078人
開館日数 256日

191,458 ↗

【天文科学館】利用者の
ニーズに応え、子どもから
大人までが楽しみながら科
学を学べるプラネタリウム
の投影や展示体験室事業、
各種教室の開催を通して、
天文・科学全般に興味を持
つ端緒となる場を提供す
る。

198,980

【天文科学館】
令和2年度有料入場者数
58,587人
開館日数 245日

183,062 ↘

【天文科学館】利用者の
ニーズに応え、子どもから
大人までが楽しみながら科
学を学べるプラネタリウム
の投影や展示体験室事業、
各種教室の開催を通して、
天文・科学全般に興味を持
つ端緒となる場を提供す
る。

199,514
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第２期焼津市子ども・子育て支援事業計画（次世代育成支援行動計画からの継承事業）

施
策
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181

就学援助事業、要保護及び
準要保護児童生徒就学援助
費・特別支援教育就学奨励
費
（No.19再掲）

経済的理由によって、小中学校
の教育費の負担が困難な家庭を
対象に援助を行います。また、
障害のある児童生徒の小中学校
への就学の特殊事業にかんが
み、経済的負担を軽減するた
め、負担能力の程度に応じて教
育費の援助を行います。

教育総務課

182
奨学金貸付事業（No.20再
掲）

経済的理由によって、高等学校
等の修学が困難な者に対し学資
を貸与します。

地域福祉課

183 学習・生活支援事業

被保護世帯等の子どもを対象
に、教育相談を行うとともに、
市役所、公民館を会場に学習教
室を開設します。

地域福祉課 コロナ禍により未実施 0 ー
対象人数30人
１教室　40回実施予定

3275

184

幼児教育・保育の無償化
（3 歳児クラス～小学校入
学まで）（No.13再掲）

幼稚園の入園料や保育料、保育
所(園)の保育料が無償です。通
園送迎費、主食費用、行事費等
は保護者負担となります。

保育・幼稚園
課

185

認可保育所(園)・小規模保
育事業所等の保育料の助成
（0～2歳児クラス）
（No.14再掲）

世帯年収や上の子の年齢に関係
なく、第２子の保育料を半額、
第３子以降は無料とします。

保育・幼稚園
課

186

認可外保育施設利用者への
保育料の助成（No.15再
掲）

認可保育所との保育料の差額を
補助します。認可外保育施設を
利用する市内在住の世帯が対象
で、無償化の限度額との差額を
補助します。

保育・幼稚園
課

187
もぐ・ぱくサポートＶ３
（No.16再掲）

市内の幼稚園・保育所(園)に通
う、世帯年収360 万円未満相当
の世帯の子どもと第３子以降の
子どもの副食費(おかず・おやつ
等)を無料とします。

保育・幼稚園
課

188

ファミリー・サポート・セ
ン
ター利用費助成事業
(No.17再掲)

ファミリー・サポート・セン
ターの利用費用の２分の１を助
成します。ひとり親家庭につい
ては４分の３を助成します。

子育て支援課

189

放課後児童クラブひとり
親家庭利用料助成事業
(No.18再掲)

ひとり親家庭の放課後児童クラ
ブ利用料の２分の１(上限5,000
円)を助成します。

家庭・子ども
支援課

190

スクールカウンセラー活用
事
業(県事業) （No.42再掲）

市内全小・中学校に配置された
スクールカウンセラーが、相談
活動にあたります。

家庭・子ども
支援課

191 教育相談（No.45再掲）

各学校で、教育相談の期日や期
間を決めて実施します。子ども
の心の発達や学習面での相談等
保護者の要望に応じて実施しま
す。

学校教育課

192
心の教室相談員の配置
（No.44再掲）

児童・生徒の精神的安定を図る
ため、心の教室相談員を市内全
小・中学校に配置します。相談
員の情報交換等のため、研修会
を年３回実施します。

学校教育課
家庭・子ども

支援課

193
青少年教育相談センター教
育相談（No.46再掲）

幼児から20 歳代までの青少年
の教育相談に応じます。

家庭・子ども
支援課

194 自立相談支援事業

生活や仕事に心配・不安・悩み
を抱えている人に対し、相談支
援員が就労、その他の自立に関
する相談に継続的に応じ、相談
者とともに作成したプランをも
とに適切な事業の情報提供やつ
なぎ等の支援を行います。

地域福祉課 新規相談受付５３７件 0 ↗
引き続き直営で実施
新規相談予定３００件

0

教
育
の

支
援
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195
電話による育児相談
（No.39再掲）

子どもの成長、発達、栄養、予
防接種、育児不安等子育てにつ
いての電話相談を行います。

健康づくり課

196
子どもの年齢に合わせた相
談事業（No.38再掲）

６か月児相談、2 歳６か月児相
談、３歳６か月児相談、未受診
者電話相談、心理相談等を実施
します。

健康づくり課

197 健康相談（No.40再掲）

母子を対象とした健康相談室や
栄養相談、一般向けの健康づく
り相談や栄養相談を実施しま
す。

健康づくり課

198
こども家庭相談（No.30再
掲）

児童虐待やドメスティック・バ
イオレンスに関すること、子ど
もに関する全般的な相談を行い
ます。

こども相談セ
ンター

199
母子・父子家庭自立支援給
付事業

ひとり親家庭の保護者が、就労
のため、資格取得を目的に教育
訓練を受けた場合、その経費の
一部を助成します。

子育て支援課

自立支援教育訓練給付費
3人
高等職業訓練促進給付費
4人

4618 ↗

自立支援教育訓練給付費
3人
高等職業訓練促進給付費
3人

5,985

自立支援教育訓練給付費
４人
高等職業訓練促進給付費
4人

3,193 →

自立支援教育訓練給付費
２人
高等職業訓練促進給付費
１人

1,874

200 スキルアップ事業
就業に役立つパソコン技能講習
教室を開催します。

商工課
開催回数　　　288回
利用者数　　　1,224人

0 ↗
就業に役立つパソコン技能
講習等教室を開催する予
定。

0
開催回数　218回
利用者数　898人

0 →
就業に役立つパソコン技能
講習等教室を開催する予
定。

0

201 情報提供事業

サンライフ焼津において、就職
情報コーナーを設置するととも
に、内職情報の提供を行いま
す。

商工課
就職情報利用者数　330人
内職情報利用者数　214人

0 →
サンライフ焼津にて、就
職・内職情報コーナーを設
置する。

0
就職情報利用者数　204人
内職情報利用者数　134人

0 →
サンライフ焼津にて、就
職・内職情報コーナーを設
置する。

0

202 児童手当（No.6再掲）
中学校３年修了時までの子ども
を養育する保護者に手当を支給
します。

子育て支援課

203 児童扶養手当（No.7再掲）
母子家庭等の児童の福祉の増進
を図るため、児童扶養手当を支
給します。

子育て支援課

204
子ども医療費助成
制度（No.11再掲）

０歳から高校３年修了時までの
通院及び入院に伴う医療費の一
部を助成します。(保険診療外、
第三者行為によるものは除く)

子育て支援課

205
母子家庭等医療費助成事業
（No.9再掲）

母子家庭等の医療費個人負担分
を助成することにより経済的負
担の軽減を図ります。

子育て支援課

206
母子父子寡婦福祉資金（県
事業）（No.10再掲）

県事業として行われている母子
家庭等を対象とした各種資金貸
付申請の受付及び市広報紙への
掲載によるＰＲを行います。

子育て支援課

207 障害児福祉手当

精神又は身体に重度の障害を有
するため日常生活において常時
の介護を必要とする状態にある
在宅の20 歳未満の者に対し、
障害児福祉手当を支給します。

地域福祉課
年間延件数796件、支給額
11,753,800円

11,754 → 令和元年度に引き続き実施 10,841
年間延件数786件、支給額
11,683,890円

11,684 → 令和２年度に引き続き実施 12,031

208
重度心身障害者(児)医療費
助成

重度心身障害者（児）に対し、
医療費を助成します。

地域福祉課
年間延件数64,235件、助
成額222,984,919円

222,985 → 令和元年度に引き続き実施 224,422
年間延件数62,673件、助
成額220,503,538円

220,504 → 令和２年度に引き続き実施 219,257

209
特別児童扶養手当（県事
業）

20 歳未満で精神又は身体に障
害を有する児童を家庭で監護、
養育している父母等に対し、特
別児童扶養手当を支給します。

地域福祉課
認定301人（支給286
人、停止15人）

→ 令和元年度に引き続き実施
認定316人（支給299
人、停止17人）

→ 令和２年度に引き続き実施

210
障害福祉サービス（居宅介
護・短期入所）

障害者（児）に対して居宅介
護、短期入所の支援を行いま
す。

地域福祉課
居宅介護　29,549時間
短期入所　3,647日

居宅介護
175,302

短期入所34,435
→ 令和元年度に引き続き実施

居宅介護
174,515

短期入所
40,573

居宅介護27,349時間
短期入所3,754日

居宅介護
169,931

短期入所39,398
→

居宅介護　26,472時間
短期入所　4,140日

居宅介護
178,938

短期入所
48,700

保
護
者
の
就
労
支
援

経
済
的
支
援

生
活
の
支
援
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211 補装具、日常生活用具

障害児の自立した日常生活・社
会生活に寄与するため、補装具
（車いす、補聴器、義肢等）、
日常生活用具（特殊寝台、入浴
補助用具、紙おむつ等）を給付
します。

地域福祉課

(1) 補装具給付164件、
16,516,569円
(2) 日常生活用具給付
2,832件、32,727,759
円

49,245 → 令和元年度に引き続き実施 52,238

(1) 補装具給付172件、
16,225,709円
(2) 日常生活用具給付
2,928件、30,091,624
円

46,318 → 令和２年度に引き続き実施 50,859

212
小児慢性特定疾患児日常生
活用具給付事業

小児慢性特定疾患児等の日常生
活の便宜を図り、その福祉の増
進に資するため、日常生活用具
の給付を行います。

健康づくり課 給付状況0人 0 →
小児慢性特定疾患児の日常
生活用具給付申請により給
付する。

小児慢性特定疾患児の日常
生活用具給付申請により給
付する。1件

扶助費
９

→
小児慢性特定疾患児の日常
生活用具給付申請により給
付する。

扶助費
150

213

障害児通所支援（児童発達
支援、放課後等デイサービ
ス、保育所等訪問支援、居
宅訪問型児童発達支援）

未就学の障害のある子どもに対
する日常生活における基本的動
作の指導及び就学中の障害のあ
る子どもに対する放課後や長期
休暇における生活能力向上のた
めの訓練等を提供します。

地域福祉課

児童発達支援　利用日数
10,687日
放課後等デイサービス 利用
日数　34,716日
保育所等訪問支援 利用回数
114回
居宅型児童発達支援　利用
日数　９７日
高額障害児通所給付 対象者
64人

489949 →

児童発達支援　利用日数
14,160日
放課後等デイサービス 利用
日数　36,000日
保育所等訪問支援 利用回数
132回
居宅型児童発達支援　利用
日数 100日
高額障害児通所給付 対象者
39人

490,294

児童発達支援　利用日数
11,309日
放課後等デイサービス 利用
日数　35,233日
保育所等訪問支援 利用回数
237回
居宅型児童発達支援　利用
日数 16日
高額障害児通所給付 対象者
35人

515,706 →

児童発達支援　利用日数
12,600日
放課後等デイサービス 利用
日数　37,584日
保育所等訪問支援 利用回数
132回
居宅型児童発達支援　利用
日数 120日
高額障害児通所給付 対象者
41人

523,287

214 自立支援医療（育成医療）

身体障害を除去、軽減する手術
等の治療によって確実に効果が
期待できる児童に対し、その自
立支援医療費（育成医療）を支
給します。

地域福祉課
対象者（実人員）８人、給
付費578,956円

579 → 令和元年度に引き続き実施 2,890
対象者（実人員）4人、給
付費138,359円

139 ↘ 令和２年度に引き続き実施 1,520

215
軽度・中等度難聴児補聴器
購入助成

身体障害者手帳が交付されない
軽度・中等度の難聴児に対し、
言語の習得や教育上の発達を支
援するため、補聴器購入費を助
成します。

地域福祉課 給付等４件、80,816円 81 → 令和元年度に引き続き実施 310 給付等5件、87,145円 88 ↗ 令和２年度に引き続き実施 310

216
子どもの年齢に合わせた相
談事業（No.38再掲）

６か月児相談、２歳６か月児相
談、３歳６か月児相談、未受診
者電話相談、心理相談等を実施
します。

健康づくり課

217 電話による育児相談(再掲)
子どもの成長、発達、栄養、予
防接種、育児不安等子育てにつ
いての電話相談を行います。

健康づくり課
こども相談セ

ンター

（こども相談センター）
No.30、37、229参照。

→
（こども相談センター）
No.30、37、229参照。

（こども相談センター）
No.30、37、229参照。

→
（こども相談センター）
No.30、37、229参照。

218
幼児巡回相談（No.32再
掲）

幼児巡回相談員が、市内在住者
の在籍する幼稚園・保育所(園)
に年2 回（前期・後期）巡回相
談を行うことにより、発達にお
いて支援が必要な主に３～5 歳
児を行動観察し、園職員と支援
方法を検討します。

こども相談セ
ンター

219 就学相談

就学指導対象児の保護者との面
談や、就学指導個票の提出が
あった幼稚園・保育所(園)との
連絡調整を行います。

学校教育課
保育・幼稚園

課

就学支援調査を年２回実施
し、依頼のあった対象児の
観察や保護者との面談をす
すめた。また、就学支援個
票の提出があった幼稚園・
保育所、学校との連絡調整
を行った。

→ 継続

就学支援調査を年２回実施
し、依頼のあった対象児の
観察や保護者との面談をす
すめた。また、就学支援個
票の提出があった幼稚園・
保育所、学校との連絡調整
を行った。

→ 継続

220 就学支援委員会
障害のある幼児・児童・生徒の
適正な就学に向けて、就学につ
いての指導、助言を行います。

学校教育課

障害のある幼児、児童、生
徒に医師等の参加を得て、
就学先に対する判断と助言
を行った。

60 → 継続 90

障害のある幼児、児童、生
徒に医師等の参加を得て、
就学先に対する判断と助言
を行った。

80 → 継続 90

221 学齢巡回相談

軽度発達障害児への指導、支援
の具体的なアドバイスをするた
めに各学校を訪問し指導しま
す。

学校教育課

軽度発達障害児への指導、
支援について具体的なアド
バイスをするために各学校
を訪問し、指導した。

11241 → 継続 12,685

軽度発達障害児への指導、
支援について具体的なアド
バイスをするために各学校
を訪問し、指導した。

12,753 → 継続 13,666
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222 特別支援教育連絡協議会

各学校の特別支援教育担当者が
中心となり、主に軽度発達障害
の子どもたちを支援します。そ
のための個別支援計画作成等の
研修会を年３回実施します。

学校教育課

各学校の特別支援教育担当
者が中心となり、主に軽度
発達障害の子ども達を支援
するための研修会を年３回
実施した。

→ 継続

各学校の特別支援教育担当
者が中心となり、主に軽度
発達障害の子ども達を支援
するための研修会を年３回
実施した。

→ 継続

223

発達支援ネットワーク代表
者会議・実務者会議
（No.50再掲）

発達障害児等の早期発見及び早
期支援、ライフステージを通じ
た切れ目ない支援体制を構築す
るため、情報交換や施策を検討
するための会議を年3回実施し
ます。

こども相談セ
ンター

224 親子教室・並行通園事業

発達の気になる未就学児に対す
る小集団での日常生活訓練や保
護者に対するアドバイス等を行
います。

地域福祉課

・親子教室 利用回数
656回
・並行通園 利用回数
660回

2106 →

・親子教室 利用回数
732回
・並行通園 利用回数
815回

2,773

・親子教室 利用回数
660回
・並行通園 利用回数
663回

2,117 →

・親子教室 利用回数
700回
・並行通園 利用回数
780回

2,368

225
発達支援講演会（No.87再
掲）

幼稚園・保育所(園)、学校等の
職員に対し、発達障害や支援方
法の理解を深めるための講演会
等を行い、発達に課題のある子
どもたちが、園や学校で生活し
やすくなるよう支援します。

こども相談セ
ンター

226

保護者向け講座(ペアレント
プログラム等)（No.37再
掲）

子どもにとって一番身近な存在
である保護者に対し発達につい
ての理解を深め、子どもとの適
切な関わりや対応を学ぶ教室を
開催します。

こども相談セ
ンター

227
母子保健事業を通じた虐待
の発生予防と早期発見

全ての児童が健全に育成される
よう、子育て世代包括支援セン
ターを設置し、悩みを抱える妊
産婦等を早期に発見し、相談支
援につなげます。また、乳幼児
健診や乳児家庭全戸訪問事業等
の機会を通じて、虐待の予防や
養育支援を必要とする子ども等
の早期把握・支援を図ります。

健康づくり課

全ての児童が健全に育成さ
れるよう、子育て世代包括
支援センターを設置し、悩
みを抱える妊産婦等を早期
に発見し、相談や訪問等の
支援につなげた。また、乳
幼児健診や乳児家庭全戸訪
問事業等の機会を通じて、
虐待の予防や養育支援を必
要とする子ども等の早期把
握・支援を行った。

8,747 →

母子健康手帳交付時に悩み
を抱える妊婦を把握し、妊
娠期に支援計画を作成し、
出産後の支援につなげる。
また、乳幼児健診や乳児家
庭全戸訪問等の機会を通
じ、虐待予防や養育支援を
必要とする子ども等の早期
把握・支援を行う。

11,621

228
各健診・相談の未健診児対
策事業

受診通知の発送、電話による受
診勧奨、家庭訪問等により、育
児不安等の相談を行います。

健康づくり課

受診通知の発送、電話、昼
夜の家庭訪問等により受診
を勧奨するとともに、児の
成長・発育の確認、養育環
境の確認、育児不安等の相
談を行った。また、目視に
て児の確認に努めた。

№51、52と同じ →

受診通知の発送、電話、昼
夜の家庭訪問等により受診
を勧奨するとともに、児の
成長・発育の確認、養育環
境の確認、育児不安等の相
談を行った。また、目視に
て児の確認に努める。

№51、52と
同じ

受診通知の発送、電話、昼
夜の家庭訪問等により受診
を勧奨するとともに、児の
成長・発育の確認、養育環
境の確認、育児不安等の相
談を行った。また、目視に
て児の確認に努めた。

№51、52と同じ →

受診通知の発送、電話、昼
夜の家庭訪問等により受診
を勧奨するとともに、児の
成長・発育の確認、養育環
境の確認、育児不安等の相
談を行った。また、目視に
て児の確認に努める。

№51、52と
同じ

229 養育支援訪問事業

養育支援が必要な家庭を訪問
し、養育に関する相談、指導、
助言等、必要な支援を行いま
す。

こども相談セ
ンター

訪問件数延662回実施。
妊娠や母親の精神面の支援
にわたる担当者の会1回。
子育て支援講座1コース
（全5回）延39人

8092 ↘

訪問件数延800回実施。
妊娠や母親の精神面の支援
にわたる担当者の会2回。
子育て支援講座1コース
（全5回）定員15人/回。

9,996

訪問件数延568回実施。

子育て支援講座1コース
（全3回）延9人。

9,243 ↘
訪問件数延800回実施。

11,132

230
子育て短期支援事業(ショー
トステイ）

保護者が、疾病や疲労等、身体
上、精神上等の理由により家庭
における子どもの養育が困難と
なった場合に、児童養護施設等
や里親にて緊急・一時的に養
育・保護を行います。

こども相談セ
ンター

児童養護施設「春風寮」及
びファミリーホーム「グ
レースガーデン」と委託契
約締結。利用見込72人
日。

493 ↘

児童養護施設「春風寮」及
びファミリーホーム「グ
レースガーデン」と委託契
約締結。利用見込115人
日。

773

児童養護施設春風寮
利用125人日 付き添い26
日

805 ↗

児童養護施設「春風寮」及
びファミリーホーム「グ
レースガーデン」と委託契
約締結　利用見込131人日
付き添い30日

773

231 個別ケース検討会議の開催
虐待防止のために、関係機関と
連携を図ります。

こども相談セ
ンター

個別ケース検討会議162回 ↗ 個別ケース検討会議150回 個別ケース検討会議277回 ↗ 個別ケース検討会議280回
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232 児童相談所との連携
児童相談所との連携を図りま
す。

こども相談セ
ンター

児童福祉施設収容措置28
人（児童養護施設8人、乳
児院2人、児童自立支援施
設1人、児童心理治療施設
2人、里親委託4人、ファ
ミリーホーム2人、福祉型
障害児入所施設7人、医療
型障害児入所施設2人）

↘

要保護児童対策地域協議会
を通じ、児相と情報共有
し、各役割を遂行する。
・同行訪問の実施
・個別ケース会議

要保護児童対策地域協議会
を通じ、児相と情報共有
し、各役割を遂行した。
・同行訪問の実施
・個別ケース会議の実施

→

要保護児童対策地域協議会
を通じ、児相と情報共有
し、各役割を遂行する。
・同行訪問の実施
・個別ケース会議

233

要保護児童対策地域協議会
代表者会議・虐待児小委員
会（No.47再掲）

関係機関の代表者が連携し、総
合的な要保護児童支援体制の構
築を図ります。また、小委員会
において特に重篤事案の情報共
有及び支援方針を協議します。

こども相談セ
ンター

234
要保護児童対策地域協議会
乳幼児部会（No.48再掲）

乳幼児期から就学までを対象
に、保健、医療、福祉、教育の
４領域の関係機関・団体が連携
し地域における子育て支援を行
います。

健康づくり課

235
要保護児童対策地域協議会
学齢児部会（No.49再掲）

被虐待児童・生徒、発達障害、
問題行動、不登校児童・生徒へ
の具体的支援策を協議します。
関係機関（児童相談所、市立病
院、焼津警察署、青少年教育相
談センター、適応指導教室指導
員、巡回相談員等）からなる小
委員会を年10回開催します。教
職員を対象とした講演会、研修
会を年１回実施します。

家庭・子ども
支援課

236
学校における虐待防止の手
引きの活用

手引きを作成、各学校に配布
し、研修等での活用を図りま
す。

学校教育課
家庭・子ども

支援課

配布してある手引きの他、
連携機関一覧を作成・配布
して各学校での活用を図っ
たり、校長会、教頭研修
会、焼津市教育研究会生徒
指導部研修会等で説明し、
徹底を図った。

→

配布してある手引きの他、
連携機関一覧を作成・配布
して各学校での活用を図っ
たり、校長会、教頭研修
会、焼津市教育研究会生徒
指導部研修会等で説明し、
徹底を図る。

配布してある手引きの他、
連携機関一覧を作成・配布
して各学校での活用を図っ
たり、校長会、教頭研修
会、焼津市教育研究会生徒
指導部研修会等で説明し、
徹底を図った。

→

配布してある手引きの他、
連携機関一覧を作成・配布
して各学校での活用を図っ
たり、校長会、教頭研修
会、焼津市教育研究会生徒
指導部研修会等で説明し、
徹底を図る。

237
外国人児童生徒教育支援事
業

市内小中学校に通う日本語の習
得が不十分な児童生徒のため
に、外国人児童生徒支援員によ
る日本語指導や学習指導を行い
ます。また、学校からの通知等
の翻訳や面談等での通訳を行い
ます。

学校教育課

市内小中学校に通う日本語
指導が必要な児童生徒のた
めに、外国人児童生徒支援
員による日本語指導や学習
支援を行った。また、保護
者への支援として、学校か
らの通知等の翻訳や面談等
での通訳を行った。

13,388 → 継続 16,890

238

外国人の子どもが円滑に教
育・保育施設やサービスを
利用できるための支援

制度や手続きについて、窓口で
説明をする際、必要に応じて、
通訳士が同席します。

保育・幼稚園
課

制度や手続きについて、窓
口で説明をする際、必要に
応じて、通訳士を同席して
支援した。

→

制度や手続きについて、窓
口で説明をする際、必要に
応じて、通訳士が同席して
支援を実施

239
外国人のための日本語教室
の開講

生活や仕事に必要な日本語を学
べる教室を開講します。

市民協働課
2か所の教室において合計
40回以上の開講

420 → 継続して開講中 420

240
市役所の手続きに関する通
訳の配置

市の制度の説明や手続きを支援
するために通訳を配置します。

市民協働課 外国人相談件数2848件 10,930 → 継続して実施 12,313

241 多言語版広報の発行

英語版、スペイン語版、ポルト
ガル語版、タガログ語版、ビサ
ヤ語版、やさしい日本語版の広
報を発行します。

市民協働課
毎月、外国語版の広報を発
行し配布

0 → 継続して作成 0

242
多言語版生活ガイドブック
の発行

生活に必要な情報を英語版、ス
ペイン語版、ポルトガル語版、
タガログ語版、ビサヤ語版、中
国語版、やさしい日本語版で発
行します。

市民協働課
例年発行している外国語版
と今年度新規でベトナム語
版を作成し配布。

0 ↗ 継続して作成 0
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243 アドバイザー派遣事業
地域・企業・団体等が行う男女
共同参画推進等の研修に対し、
アドバイザーを派遣します。

市民協働課
焼津商工会議所女性会の防
災講座　参加者14名

30 → 参加募集中 30

大井川商工会女性部　相川
いきいきクラブ　防災講座
参加者　31名

20 → 参加募集中 30

244
情報紙への企業・団体紹介
記事の掲載による啓発

男女共同参画に積極的に取り組
んでいる企業・団体(男女共同参
画社会づくり宣言事業所等)を情
報紙（「Ａしおかぜ」等）に掲
載し、紹介します。

市民協働課

国県等から寄せられる育
児・介護休暇等についての
情報を提供し、制度の周
知・普及を図った。

0 →

パンフレットによる情報提
供予定
男女共同参画情報紙「Ａし
おかぜ」による周知
男女共同参画プランの施策
を推進

0

チラシによる情報提供を実
施
男女共同参画情報紙「Ａし
おかぜ」による周知を実施
男女共同参画プランの施策
を推進

0 →

チラシによる情報提供を実施
予定
男女共同参画情報紙「Ａしお
かぜ」による周知を実施予定
男女共同参画プランの施策を
推進予定

0

245
育児休業、介護休業等の制
度の周知と利用促進

育児休業、介護休業等の制度に
ついて、市民や企業等に周知を
図り、制度の活用について働き
かけます。

商工課

国県等から寄せられる育
児・介護休暇等についての
情報を提供し、制度の周
知・普及を図った。

0 →

国県等から寄せられる育
児・介護休暇等についての
情報を提供し、制度の周
知・普及を図る。

0

国県等から寄せられる育
児・介護休暇等についての
情報を提供し、制度の周
知・普及を図った。

0 →

国県等から寄せられる育
児・介護休暇等についての
情報を提供し、制度の周
知・普及を図る。

0

246
働き方改革に関する制度の
周知と啓発

長時間労働の抑制や休暇取得の
促進等について市民や企業等に
周知を図るとともに、講座等へ
の参加を促します。

商工課

国県等から寄せられる働き
方改革についての情報を提
供し、周知・普及を図っ
た。

0 →
国県等から寄せられる働き
方改革についての情報を提
供し、周知・普及を図る。

0

247 教育・保育事業
就学前の子どもを、年齢や保護
者の就労状況に応じた教育・保
育施設において保育します。

保育・幼稚園
課

・公立保育所　　  596人
・私立保育所　  1,105人
・地域型保育事業348人
・公立幼稚園　　 313人
・私立幼稚園     1,576人
・こども園　　　　44人
　計　　3,982人

2997316 ↗

引き続き、公私立幼稚園、
公私立保育所において、就
学前の子どもの保育を行
う。
保育需要の受け皿として、
地域型保育事業の拡充を
図っていく。

3,448,640

・公立保育所　　  596人
・私立保育所　  1,069人
・地域型保育事業 330人
・公立幼稚園　　 259人
・私立幼稚園     1,747人
・市外幼稚園　　　94人
・市外保育施設　　73人
　計　　4,168人

3,361,287 →

引き続き、公私立幼稚園、
公私立保育所において、就
学前の子どもの保育を行
う。
保育需要の受け皿の安定確
保に向けて民間保育者確保
支援を実施

3,208,032

248 延長（時間外）保育事業

多様な就労状況等に対応するた
め、通常の保育時間（保育短時
間・保育標準時間）を超えての
保育を行います。

保育・幼稚園
課

公・私立保育所（13園）
年間延べ利用児童数
13,927人

13187 → 令和元年度に引き続き実施 13,545

公・私立保育所（13園）
年間延べ利用児童数
11,931人

13,896 → 継続 13,986

249 一時預かり事業

幼稚園においては、主として在
園児を対象とした預かり保育を
行い、保育所（園）においては
保護者の急病、育児疲れ等に対
応するため在園児以外の子ども
を対象とした一時預かりを行い
ます。

保育・幼稚園
課

私立幼稚園（11園）（在
園児を対象）
・年間延べ利用児童数
57,514人
公・私立保育所（10園）
（在園児以外を対象）
・年間延べ利用児童数
4,793人

11662 ↗ 令和元年度に引き続き実施 14,645

私立幼稚園（11園）（在
園児を対象）
・年間延べ利用児童数
69,822人
公・私立保育所（10園）
（在園児以外を対象）
・年間延べ利用児童数
3,758人

27,543 → 継続 47,308

250 病児・病後児保育事業

病気中又は病気の回復期にあ
り、家庭での保育が困難な子ど
もを、保育所等において一時的
に保育します。

保育・幼稚園
課

実施保育所　３園
利用定員数　３園×２人=
６人
年間延べ利用児童数　50
人

8100 ↗ 令和元年度に引き続き実施 9,164

実施保育所　３園
利用定員数　３園×２人=
６人
年間延べ利用児童数　23
人

9,164 → 継続 9,164

251

ファミリー・サポート・セ
ンター事業（No.103再
掲）

育児の援助を受けたい人と援助
したい人が登録する会員組織
で、子どもを預かったり、保育
所等へ送迎する等、子育てを支
援します。

子育て支援課

252
子育て応援隊派遣事業
（No.104再掲）

妊娠中や３歳までの子どもがい
る家庭で、家族等の手助けが無
い場合に、「子育て応援隊」が
家庭を訪問し、育児と家事のお
手伝いをします。

子育て支援課

253

放課後児童健全育成事業(放
課後児童クラブ)（No.106
再掲）

就労などにより保護者が昼間家
庭にいない小学校児童を対象
に、放課後における生活や遊び
の場を提供し、児童の健全育成
を図ります。また、一部のクラ
ブにおいて実施している延長保
育について、保護者のニーズを
踏まえ、実施を検討します。

家庭・子ども
支援課
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254
パートタイム就職面接会の
開催

静岡労働局と焼津市の雇用対策
協定に基づき就職面接会を開催
する。

商工課
静岡労働局と焼津市の雇用
対策協定に基づき就職面接
会を開催した。

0 →
静岡労働局と焼津市の雇用
対策協定に基づき就職面接
会を開催予定。

0

255
スキルアップ事業
（No.200再掲）

就業に役立つパソコン技能講習
教室を開催します。

商工課

256
情報提供事業（No.201再
掲）

サンライフ焼津において、就職
情報コーナーを設置するととも
に、内職情報の提供を行いま
す。

商工課

257
父親のための家庭教育出前
講座（No.155再掲）

父親を対象に、家庭教育につい
ての講座を開催します。父子で
の料理教室等を行い、父親の子
育て参加・家事参加への啓発を
行います。

スマイルライ
フ推進課

258
男女共同参画に関する講座
等の開催

男女共同参画についての理解や
関心を高めるため、講座・講演
会等を開催します。

市民協働課

・セミナー…２回開催
（12月21日、1月25日開
催）
参加者22名（男性4名、女
性18名）
・フォーラム
12月7日開催
参加者 257名
・男女共同参画情報紙「A
しおかぜ」
　7月1日に56号発行
　11月1日に57号発行

1869 →

・セミナー…企画募集中

・フォーラム…12月19日
開催予定

・男女共同参画情報紙「Ａ
しおかぜ」
　7月1日に58号発行予定
　11月1日に59号発行予
定

1,993

・セミナー…2回開催
(10月4日　参加者11人
11月10日　参加者15
人）

・フォーラム…12月19日
開催を延期

・男女共同参画情報紙「Ａ
しおかぜ」
　7月1日に58号発行
　11月1日に59号発行

1,489 →

・セミナー…2回開催　７
月3日に第1回目を開催

・フォーラム…12月４日
開催予定

・男女共同参画情報紙「Ａ
しおかぜ」
　7月1日に60号発行
　11月1日に61号発行予
定

1,963

259
男性の家事・育児参加への
意識づくり

家庭における男性の家事・育児
への参加を促すため、様々な機
会をとらえて情報提供や啓発を
図ります。

市民協働課

・セミナー…10月４日、11月
10日開催

・フォーラム…12月19日開催
を延期
・男女共同参画情報紙「Ａし
おかぜ」
　7月1日に58号発行
　11月1日に59号発行

1,489 →

・セミナー…7月3日開催

・フォーラム…12月４日開催
予定

・男女共同参画情報紙「Ａし
おかぜ」
　7月1日に60号発行
　11月1日に61号発行予定

1,963

260
男女共同参画プラン推進市
民会議

男女共同参画プランの推進にあ
たり、広く市民に意見を求め、
施策に反映させるために推進市
民会議を設置します。

市民協働課

推進市民会議を年3回開催

第1回会議…5月31日開催
第2回会議…10月23日開催
第3回会議…2月５日開催

男女共同参画推進会議幹事会
を年2回開催

第1回会議…５月31日開催
第2回会議…1月24日開催

237 →

推進市民会議を年3回開催

第1回会議…7月13日開催予定
第2回会議…10月頃開催予定
第3回会議…2月頃開催予定

男女共同参画推進会議幹事会
を年2回開催

第1回会議…7月13日開催予定
第2回会議…1月頃開催予定

301

推進市民会議を年3回開催

第1回会議…7月13日開催
第2回会議…10月9日開催
第3回会議（書面）…2月12日
～26日

男女共同参画推進会議幹事会
を年2回開催

第1回会議…7月13日開催
第2回会議…1月29日開催

239 →

推進市民会議を年3回開催予定

第1回会議…7月2日開催
第2回会議…10月頃開催予定
第3回会議…2月頃開催予定

男女共同参画推進会議幹事会
を年2回開催予定

第1回会議…7月2日開催
第2回会議…1月頃開催予定

300
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